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ま え が き

この 報 告 者 は , 横 浜 市 エb日本 都 市 計 画 学 会 に 委 託 さ れ た , 港 北 - I - タ ウ

ン建 設 総 合 基 本 計 画 案 策 定 に 関 す る研 兜 報 告 者 の う ち , 明 治 大 学 浦 研 兜 革 が 担

当 し た 港 北 - ユ ー タ ウ ン地 域 施 設 計 &-に つ い て の 研 究 成 果 を収 録 した もの で あ

る o

全 体 の 報 告 書 は 次 の よ うな構 成 で ま と め られ て い る 0

第 1部 総 括 編

本 研 究 全 体 の 総 括 お よ び 今 後 横 浜 市 が 港 北 ニ ュー タ ウ ン建 設 に つ い て 検

討 しな け れ ば な ら夜 Ln重 要 な項 目 と提 言

第 2部 総 論 編

本 年 度 作 業 の 前 提 , 広 域 的 条 件 の 検 討 , 計 画 条 件 の 検 討 (人 口 , 土 地 利

用 ), 交 通 計 画 , 施 設 計 画 , 造 成 計 画 の 要 旨 , 行 政 上 , 事 芳 美 施 上 の 問

題 点 等 の 概 要

第 3郡 各 論 編

交 通 輸 送 計 画 (鉄道 , 道 路 ), 施 設 計 画 (公 共 施 設 , 社 会 施 設 ), 商 業 ,

業 務 施 設 , 工 業 立 地 , 特 定 地 区 開 発 計 画 , 造 成 計 画 , 総 合 建 設 幾 の 検 討

の 7項 目 の 研 究 成 果 の 収 録

以 上 の よ うに 3郡 作 で 構 成 さ れ て い る｡ この 研 究 を進 め て い っ た 過 程 で 多 くの

助 言 や示 唆 を 下 さ った 万 々 に 深 く感 謝 の 意 を菜 す る と と も に, この よ うな 研 兜

機 会 を与 え て 下 さ っ た 横 浜 市 当 局 に 深 く感 謝 す る 次 第 で す ｡

昭 和 4 4年 3月

日本 都 市 計 画 学 会 , 港 北 ニ ュ ー タ ウ ン建 設

総 合 基 本 計 画 案 策 定 委 員 会

委 員 長 高 山 英 華
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港北 ニュ ータウン地域施設設置計画

吹

1 は じ め に

2 地 域 施 設 設置 計 画 目標

a 教 育 施 設

4. 医 庶 施 設

巳 社 会 文 化 施 設

6. 社 会 福 祉 施 設

7 住 区 構 成
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1- は じめに

一本作美では.次の各項について提案することを目的とした.

(‖ 教育施設,医療施設,社会文化施設,社会福祉施設等地域施設の設鑑計画O

(2) 地域施設設監計画と住区梯成 との関越O

-(1) 項の各施設系列については,その各施設系列の今 までのニ ュ-タウンでの提案を整理し

てそれの比較検討をおこない各施設系列の投薬をお こな うことを第 1段階と考え.第 2段階で

住区計画とあわせて施設設毘計画をおこなうこととした｡

-(2J 項に関連 して年令階層別人口は,今までのいくつかのニュークウy 建設計画で,その推

計方法は検討された｡

今回0)作業では,各住区の住宅型別戸数か検討 された0)ち人 口推計をおこな うこととし,主

に住区枯成を地域施設設毘剤画との軸連で検討する｡

- 本7ifF究には次0)ものか参加した0

滴 良 一 明治大学教授

木 村 儀 - 〝 助手

増 沢 敬 大学院

波多野 雅 彦 〝

油 谷 隆 〝

中 村 幸 弘 〝

佐 野 宜 治 〝

蟹 江 好 弘 〝

(協力者 )

野 口 恕一郎 神奈川麻住宅供給公社

西 木 実 日本住宅公団

一 又検討の過程で次の各氏の御者且を伺った｡淡く感謝します｡ (順不 同 )

守 屋 博 (肋天皇大)

吉 武 春 水 (東京大学 )

小野田 (佼 成病院長 )

吉 田 幸 雄 (J半生省病院管理研究所長 )

渡 辺

伊 藤 誠 (千共大学 )

柳 沢 忠 (名古屋大学 )

西 山 勇 (横浜市軸保健所長 )
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2- 地域施設設 監計画目煉

-地域施設設LTi計画立射 二あたっては, 次のことを目標 とす るO

(1) 地域施設を計画的に設 置する暢合の一つ の棟IqLL･を追及す る, 地域施設の計軸的設鑑か住宅

地環境をよくす ることに重軍な役割を果たす もので あるL, これはニ ュータウン建設の場合だ

けでな く,既存の住宅地の 整備の- 指標になろう｡ こ0)吻合 ,必らす Lも今 まで0)施設形にと

らわれないで新しい形の提案につ とめる｡

(2, 本住宅地に設田される各施設の上級施設は,横浜,東京の施設を考え るC,

(31 本地域は地域の性格上隔絶した地域とは考 えにくいので,

周辺地域は,地域外に対 して開いた形と考える｡

(4) 教育施設,医療施弘 的冥施JHxh.社会文化加 殻等の充実を

はかることは勿論であるか.今后必賢炭のます とjil､われ る老人

住宅をはじめとす る老人施設の充実をはかるO

(51 教育施設,医煉施設,社会文化施設等o)施設設鼠にあたっ

ては,ニ ュ-タ ウン内の需要にこれえることは 勿論であるが 港

北ニ ュ-タウンを核 とする周辺地域をは じめ横浜市全域施設 と

か .神奈川県全域施設でニ ュータウン内に設道か適当と思われ

るものの設 置につ とめる｡

(6) 施設利用にあた って必嬰とな る歩行者専用道路, 自転車専用道路oj建設につ とめるo

(7)今 までに建設 された千里丘陵住宅地.高蔵寺ニ ュータ ウン等oj地域凝設設置上の問題点を

整理し,地域施設設経がよ()スムースにお こなわれる方途を検討す るO

(8)巌柴を今后積極的にお しすすめる鹿家oj住宅を, どこに移転するかが問題 となるか,Aの

ように一般 住宅地に組み入れ られる形を考えたいO 然しこのため には生産施設の分離等 問題点

も多い｡

A ⊂≡コ
B □旧

3- 教育施設

-は じめに

地域施設計画を立てる場合,対 象 とす る地域0)人 口を予池する事は大変重要であり, これに

裂付け された施設0)挫寮が本来的てあるか.今 回は全体の土地利用や 建設段階等kが検討され

ている途 中で03施設計画作業であ (), 現在o)時点 (計画投薬時点 )での投射 ま,全体的な施設

のシステム及び全体的な施設o)f蓬にと とまるo

又教育施設0)計跡 ま地域の構造を決定する一つ0)大 きな要素で ある事は明らかであり.上述
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した様な時点での投薬である0)で･検討する余地 を残す事になろうが,千里丘陵 とか高蔵寺等の2-

3の大規模宅地的発計画で授奏されて来たものを基盤とし,又横浜市o)全体の レベルを加味 し.

この港北ニ ュータウンでの教育施設舶を提案するものである｡

原審等の反省を加え計画上の間組を整理すれは一次の如くである0

･ 教育施設散監計画上の間組

(11 将来o)菰雅教育o)下-a)延長にど0)ように対処するか(.

小規枚校分散 (敷地内分離 )

(2J幼稚観を全部公立とし得 るか 一 公立としたい.

(31平均 8000 人oj学区は,大 きす きないか - 小 18クラス ,中24クラスにとどめたいo

l4) 開発0)お くれるであろう民有地の学区の考え方

民有地内に土地は,確保しておいて人口がついてから学校建乱 学区変更をすることが必翠

であろ う｡

(5) ど0)ようにして児童数ojビ-クに対応す るかO

住宅型をまぜ る.

住宅の辿殻時期をず らすO

学校群としてとら-適宜学区を変更す る.

(6) 小規模校分散と同時に教育センタ -(学校間共通施設 )の設匿をはかれないか ･･･-･･中学

校を中心施設とするので よいO

乱良を この場合共通施設とLて考えられるものには次のようなものか上げられ ようO

特別教室,視聴光資料.ブール,体育鋸.給食施設-▲-

Aの (71 学校を住区の中心施設として解放できないか｡

男親点 校庭,保健室 (保健指導室 ),図書室,剥製実習室

これ に

(8) 給食センターは設lpgまする｡

(9)精享噂児.肢体不 自由児の教育は どうするか o

uO) 高等学校0)うちいくつかは,輿,女私立o)誘致を考えたいO但しこ0)時は,ニ ュータウン

内利用にとどまらない0)で文通特に_電車の侯のよいところを考えるO

センター施設の-つ として (私立 )大学の誘致は,考えられないかC,

-fl教育の場を考えたいo

･ 児童数0)罪定

教育施設の挺薬にあた り,概略的にも一応の児童数の目安を付ける必要があるので,住宅公

付され 団の定期調査を実朝値として又商戚寺計画の人口推計を参考とし, これを-クpを児童数 とし

£施設 てとら-,帖北ニュータウン0)施設別を考えるO

上述
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(日 港北ニ ュータウン計画区域は次の 30)地区か らなる.

ベデ リンク内 (公団事業区域内 ) - (A) 地区

ペrl'ノ'Pl ベデ リンク外 ( p ) - (B) 地区

周辺民有地区 (公BI車莫区域外 ) - (C) 地区
･lア l)/y外

(2) 港北ニ ュータウン計画地域oj総人 口は 350,000人

L･liulul.bEその酎分は次の池 ()となろう｡

ベデ リング内 (A)地区 120,000人

ベデ リ/2'外 (73) 0 180,000人

周辺民有地区 (C) '! 50.000人

(3) ここで使用する児童比率は,高蔵寺計画のさい行われた 10 00世帯年令構成 3年変動値

と公田定期調査を参考として定めた旭である0

人口走箱崎に対する児童数の定常嶋 (t=l-ク時 )比率は下表に示す値とする｡

(4) 地区別のそれぞれの定常時及び ピーク時の児童数は下表 となる｡ ( )ピーク時

＼志＼＼ A ~B C 計

3- 5才 6500人 9700人 2700人 18900人
(8900) (15700) (3700) (28300)

6-ll 13100 19600 5450 38150
(15500) (23200) (6450) (45150)

12一〉14 6600 9900 2750 19250
(14300) (11700) (3150) (29150)

15-17 5900 8800 2440 17140
(6500) (9700) (270U) ( 18900)

･ 教育施設システム及び施設規模

(日 大規模住宅地計軸での教育施設細の提案は地域の社会的構造を決定する一つの大 きな輩因

である尊 は 前 述 した 如 く,地域の住宅構成 との的連には大変大きなものがある｡

千里丘陵住宅地では, 中学校区-住区として2中学校区 (2住区 )に小学校か 3施設とい う

柵成 が挺来されたO この小学校では高低分離が行われ,小学低学年校 (6- 7才 )は幼珊凶を

併設し,低学年児童に対 し通学通幽距Bu=の短縮と生活雌の梢成 が試みられたが実現には妻らな

-6-
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なるO かったO

高蔵寺計画では幼稚園をすへ て小学校に併設させ公立化を挺奏し,千里での学区で住区を積

巨 げると言 う形- 省 され高蔵寺では･よ｡高い都市- - 鳩 薬 されているO
このいずれ もがやはり施設の管理遊営,朋政上の問題,地元市 uJJOj財政負担に対する行政的

0人 招毘-の酎艦 が不足したのでkなかろうか｡

本港北ニ ュータウン計画では学校群の提案をしているが,その財政及び管理運営面(ニついて

.1L肌･T-L､ごl

検討する問題かのころう｡

(2) 教育施設の設毘計軌 こあたっては後述のA型, B型等,いろいろな型が考えられるが, こ

の港北ニ ュ-タウンでは先の千里丘陵住宅地や研究学幽都市,南多摩ニ ュータウン等で綻薬さ

れ て い る学 区 - 住区 と言 う小住区単イ立0)積上的な地域の構成を取 らず,教育地域以外の施

設利用圏域即ち

ニ ュータウンで

の生活圏域 と地

下鉄等とも考慮

し施設の選択性

を高めさせ. よ

り都市性を持せ

るよう計画す る｡

即ち,ここでは

全域を模型的に

は 7つの学校群

単位に分割す る

計-BBl区域の構成

を投薬するものである｡

(31 1学校群とは,高校 1, 中学校 3,小学校 6,幼稚良J12,の施設群を言 う. ここでは先

例の大規模住宅地計画 で み られ る様 に,それぞれの校区は決めず,この 1群o)区域内での施

設は,各 自に選択通学をさせる自由校区とす る｡

lこ
:･- ..3

◆
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(4) これ らの施設は,群区域のはば中央に計画地域の中央緑地か ら放射状に計画されている緑

道上に施設を酎詳し, この卑=二より住宅建設途上での児童数の対応,校区的鮭等々0)問旭を解

消することとなろう｡

小学校,中学校,高等学校か連続配 監する串によ(),小学校,中学校,高等学校の教育の-

rl性も期待出来ようo

又放射状に計画される緑道にはこれ らの教育施設等が設捜されェデlケ ーシ ,ナルバークとし

ての性格を高め住宅地0)背を1!1く緑地として意義深いものとなるO

この緑道上(二はこの外に教育センター (特別教室群 )とか運動公臥 屋内体育施設.ブール

等の教育施設も設毘する｡

(51 基本的には 1学校群o)児童,生徒数は下表に示す数 となる｡

( )内はピーク時

小学児童数 5450人 中学生徒数は2740人,

高校生徒数は 2440人となる｡ (いずれも

定常時 )

小学児童及び中学生は,群域内に 100%

就学とな るが高校生は,現在神奈川腺下の

進学率は 724%.東 京の 820%を考え

れは計軸区域では進学率は90%,地域内-0)定着率はその 80%程度と考えられる｡ (参考

南多摩 も同じく90%, 80%としている )とすれは 1760人が平均的に こ0)計画地域内に

定着する芯校生数であるo

勿論高校は,校区を持たず,この副u射星城内は少 くな くとも 1学区である｡

(6) それぞれの施設0)税模は

小学校 5450/6校 幸910人/施設, 18クラス/施設 (50人/クラス )

中学校 2740/3 ≒910人/施設. 18クラス/施設 (50人/クラス )

高等学校は上記0)施設の他に既存及び誘致私立高校を含めると全体では 10施設となるので

平均的には, 1施設 当()1260人程肢となる｡従 って 24クラス/施設 (53人/クラス )

(7) 従 って港北ニ ュータウン全域で0)施設数は次の適 ()とな るO

高等学校 (A) (B)地区 7校

(C)地位 3校 (咋1校既存 )

中学校 (A) (B)地区 16校

(C)地区 4校

小学校 (A) (ら)地区 36校

(C)地区 7校

幼稚園
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･る緑 (8) これらの施設規模及び計軌区域全体0)施設丑はそれそれ次o)板になる｡

虫を船 校地面積 高等学校 4HA/施設 × 10- 40HA

中学校 16fJA/施設 × 20- 32HA

等の- 小学校 12nA/施設 × 43- 516f7A

校舎面#J 高等学校 10,000ml/施設 × 10-100,000m2

7とL 中学校 3,300"㌔/施設 × 20-66,000'n'

小学校 2.600"㌔/施設 × 43- 111.800m7

7㌧ ル (9) これらの校地規模及び校舎面和を現在の横浜市のレベルと比較すれは,小学校で巌 も大 き

い金沢区の平均校地臥秘は 136tlA,市全域平均か 1.1211Aであり.更に全国平均は(17PAA/

18クラス )であ る｡

:740人. 中学校の現在姉浜市の最 も大 きい金沢区で 24rlAで'f'(),市全域0)平均か 1651iA,全国平

fれも 均は (2.OHA/18クラス )であるO

これらの値と比較す ると,港北 ニュータウン0)鍵盤は小学校.中学校 とも横浜市平均 とはは

100% 同じ他とな っているO

昧下の (10) 今回0)投薬が全幽平均及び文部省基畔に比べ大変低い値であ るが .これはそれそれ0)施設

を考え を緑道上に設配す る恥 二J:lJ,例 えは巡勤場は各学校に.体育教科のみか捕足でさる用地 を計

(参考 : 曲し.球技等は緑道上に設け る共通0)超勤場を使用す るとか.特別教室 も2- 3校で共有の施

或内 に

もので

ス )

殻を持ては理科数量 も,物理,化学,生物と専門分化した特別教室を持つ率ができる.

家庭科でも,料理 ,裁縫とか言 った教室 が用意できる｡随沓飴 も数枚で充実 した施設 捌待

できるし,又児壷の時間外使用 も可能となろう｡ こうした共通0)施設 (教育センタ-)は学校

と管理を切 ()如し学校 と領､な越路を取 ()避宮を行 うことを考 えるOそ0)ことr-よってこ0)教育

センタ-紘,地軌住民にもL州放す る事 も可能 となって くるO

そ0)他,この数台センターに視聴党旗鮎を併設とか又特別教室 となる物理,化学,生物0)実

験室には専属0)指導 員を配属させ る単により. より数台効果0)向上 が期待出来るOただ前計し

た掛 二,この教育センター0)管理.避宮について史に倹討す る余地 がある｡

教育施設A型

注. 高校進学率 9LP% (合計 147施設)



教育施設A型

地域 (低密皮 ,高 密皮 )に よ

って列 な ったバ タ ー ンを対応 さ

せ る｡

例 えは低,中筋皮地域 どはA

型 をとろが ,高密股地域では右

凶 0)ような型 とす るO

敬治施設B型

対 象 面 頼 l

幼 稚 陸lr3-5才 ー低 6C1 3tJ0人 51)00̂5_Ob0人 7272

′｣学校 高 2Uc1 loo(1人 10_tJUO人 36

中学校高 校 3(Jc1 1_5(JO人 20_U(JtI人34.000人 187

(合 計 205施 恕 )

-10-



各住宅地の教育施設計画

t 千里 ニ 1 - ク ウ / 幼稚園 4-5オ

小学校 (低) 6- 7オ

(1,2｡年生)

′J､学校 (義) 3-6年生

(義):(低)-1:2

辛:小 (義)-2:3

高等学校は,計画住区

内に 2校

ll 高蔵 寺 ニ ュ ータウ ン

｢

.≡

.~

ー

幼稚園 4-5オ

中 :′J､- 1:(2-3)

(小 (高)+′J､(低)･幼)

×2が 1学校区

注 小̀ (高)は,小学校高学年,′｣＼(低)は′｣＼学校低学年,助は幼稚園,保は保育所,私助

は私立幼稚園｡

-ll-



ll1 研究学園都 市

幼稚囲

5オ児:公立小併設劫へ

3-4オ児:私立劫へ

住区対応 13校

7校 一千星 型

6校 :併設助 をもつ

中 :′J､-1:2

高等学校計画区域内VC

2校

N 南多 摩 ニ 1.1 ダウ/

幼稚囲

5オ児:公立′J､併設助へ

3-4オ児.私立助へ

中 :小-1:2

高等学校計画区域内に

7校 (職業科 1校 )

私立幼稚園 2-3囲

任 侠 保̀育所,小 ･′ト学校 (1- 6年生 ),私幼 私立幼稚園,′｣＼+劫 :公立/j＼学校

+付属幼稚園｡

-12-



LL5 ､- __T
囲 市

7 掌
′＼

31 ♂･

市 U

表 各住宅地の教 育施設計画 (幼稚囲 )

も＼ 住 区 規 模 幼 稚 囲
1施設当り人口 一戸数 園 児 峯 園 児 数 通 園距離 1施設当bク ラス 数 園 地面 秩 施 設 面 穣 経営主 体

千 旦ニ >- タウy 近隣分区5.000人近隣住区10.000人 5,000人 公 立

高蔵寺ニ ユ- タウン 1.000-i.500p- Max500-..もoom 公 立

研 究学 園 都 市 (ブt,ツク規模 )5,000人中心.-約 30.000人 4才児SOON 4才児(35名/cl)×63才児(lo宅/cl)×2 035 ha 民 間

南多摩 14.000,- 7.000- 4% 28ひ､-320人 4才児300M 公 立3" cl 公 立

xi (荏) 研究学園都市では.幼稚園は 3才児 ･4才児を対象とし､ 5才児は小学校に含む｡



表 各住宅地の教育施設計画 (小学校 )

小 学 校

1施設当 り人口 .戸数 児 童 率 1施 設 当 b児 童 数 通 学 距 離 1施 設 当 りク ク ラ 赦 校 地面 硬 校 舎面棟 経 営 主 体

千 里ニユ-クウノ 低学年 (1- 2学年 卜 .高学年 (3- 6学年 )...

i高蔵寺 12-18cl 15 % 12-18clの場∠ゝ 500-h600M 高学年(4cl/学年)×4 公 立

ニュークウy 620-940̂ (%語 学年)×2

研 究学 園 都 市 小低学年-.400M･J高学年-500M Max 24cl(4C1/学年) 公 立

表 各住宅地の教育施設計画 (中学校 )中学校

1施設当り人口 .戸数 生 徒 峯 1施設 当 り生 徒 数 通 学 距 離 1地役 当 りク ラ ス 数 校地面 研 校 舎面積 経 営 主 体

千 里ニ>-タクy 公 立

高蔵寺ニュータウン 7,5蕗 Max 30分 15-24cl cl数にかかわチ -3.Oha 公 立

研 究学 園 都 市 20β00人 1.000M M8x 24cl 公 立



表 各住宅地の教育施設計画 (高等学校 )

EE 地 名 高 等 学 校

進 学 率 全地区に対する校数 1校 当 り平 均 規 模 定 着 峯普 通 科 専 門科

千 里 - A- タウン(計画人口 150,DOO人 ) 3 校

高蔵寺 こ >-タウン(計画人口 85.000人 ) 9 0% 2- 3校 7 0%(芸と呈2品誓)

研 究 学 園 都 市(計画人口150,000人 ) 100% 計 画 区 域 内 2 計 画区 域 内 6 0%
民 有 地 1 ･-24ク ラス氏 .有 地･..24クラス (…曇蓋去 蓋芸93 0

多 摩 ニ ュー ク ク/ 1 0.0% 7校 33ク ラス 80%

15



表 高蔵寺二ェータウン教育施設計画

ブ ロ ッ ク 名 Li 幼 稚 囲 小 学 校 中 学 校
園 児 数 ク ラス 赦 児 童 数 ク ラ ス数 学 校 計 画 生 徒 数 ク ラ ス 教

S1 地 区 内 400 5+5 1.470 S1-1 18el 760周 辺 l 40 130 S1-2 18cl 60

吉十 440 10 1.600 36 820 18

S2 地 区 内 500 5+5+3 1.810 S2- 1 12 940周 辺 0 0 S2-2 18 0
計 500 13 1.810 42 S2-3 12 940 21

S3 地 区 拍 470 5+7 1.690 S3-1 18 880周 辺 20 70 S3-2 18 30

計 490 12 1.760 36 910 21

S4 地 区 内 550 7+5+3 1.950 S4- 1 12 7.030周 辺 0 0 S4-2 18 0
計 550 15 1.950 48 S4-3 18 7,030 2∠】

S5 地 区 内 330 5+3+4 1,230 S5-1 18 620周 辺 140 460 S5-2 12 220

吾十 470 12 1.690 42 85-3 12 840 18

S6 地 区 内 560 5+7+4 2.040 S6-1 18 1,050周 辺 50 170 S6-2 18 80

喜十 610 16 2.210 .54 S6-3 18 1.130 24



表 研 究学 園都 市教 育 地 役 計 画

ブロック番 号 人 口 小 学 校 中 学 校 幼 稚 園
ブロック別 編入ブロック 小学生比審 ′｣＼学 生 数 小学校編成 中学生比率 中学生徒数 中学校編成 幼児比率対 幼 児 数 幼稚園編成

人口 (人) 人口 (人) 対人口(瀦) (人ー ク ラス 赦 対人口(多) (人) ク ラス 赦 人口 (卑) (人) ク ラス 赦

A - I ll.500 13.000 %10 1.300 cl eユ18+18 i5 650 cl18 3.3 430 cl c16+6

A - 2A - 3 2.4507,000 8.000 10 800 18 5 400 3.3 270 4十4

A- ICDⅩ 5,3004.400ll.3501.100 22.000 9 1.980 I:l cl24+24 4 880 C124 3 660 cl (:l cl6+6+6

良CD 5.1003.2504.400 13.000 9 1.170 cl30 4 520 cl24 3 390 Ll L:i6+4

E 14.950 15.000 10 1.500 I:l c118+18 5 750 cl18 3.3 500 el cl c16+4+4

L11
12校 252 ※都心部は

試 1クラスは

45人以下

若V･}世代

が多い.

cl

6校 126 ‡3i45才児

;;!1クラスは

42人以下



表 千里 丘陵 住 宅 地 の学 校一 覧 (小学 校 )

小 学 校 吉十 辛狗
学 校校 名(住 区 名) C a A A 0 F Ei D Ⅰ ∫ K IJ

学 区 面 析(住 区 面析 )

学校規模 児 童 数 名987 1.116 1.198 1.094 968 1.242 528 551 1.077 601 401 207 名9.870 負814
学 級 数 クラス25 27 29 27 24 31 15 15 28 16 ll 7 クラス255 クラス21

施設規模 校地面状 ㌔18.294 23.688 24.122 25.067 24.508 24,100 24210 23.860 28.800 26.600 25.500 手 や 工 ㌔268.749 ㌔24.432

;談 1) 児童数は昭和 44年 5月 1日 大阪府教育委且会的査.

文王 2) その他は大阪府企業局汽科による.

F ~ ■ ~~~~~~~~~~ _ _ 二 二 ~~~~~~~~ 二 二 ∃



表 千 里 丘 陵 住 宅 地 のlL学 校-一 覧■(中 学 破 ..高 等 学 校■)】

】I】Ill 学校名 中 学 年 高等学校l

I Ⅱ Ⅲ 〟 ど 辛均 I

辛区 住 区 A.B.C F .a .H E . 刀 Ⅰ.J.a-L面 凍

学校規模 生 徒 数 名818◆ 222 777 552 2.369 592 名I,384クラス数 クラス20 7 19 14 60 20 クラス29

地戟堤模 枚地面横 M223.04g 39.541 35,100 41,900 139.590 34.898 M220.522

嘩床面棟 M24,364 4,165 3.428 5.515 l 17.092 4.273 iVl22.040

i:誌 1) 児童款は昭和 44年 5月1日大阪府教育委員会調査
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417人

年次 1 4 7 10 13 16 19 22 25



表 港区 ニュータ ウン計画 (原案 )の′｣､学校 区別､面積及人 E.児童数

北部 面 沸 くha) 人 口(人) 定常時児童数 ピーク時児童数

1 55 8.500 94 0 1.100

〔 23 17 5 2 1.10 0 2.28 0 2.7 10

4 108 12.02 0 1.33 0 1.5 50

〔 56 72 17.6 00 1.94 0 2,2 70

〔 78 1 12 2 1.50 0 2.28 0 2.7 80

9 4734 9,500 I.050 1.2 30

10ll12 2,6 30 2_90 34 0

82 9.980 1.10 0 1,2 80

13 1 10.7 00 1.20 0 1.3 80

13 1 09 7.750 83 0 1.000

小 計 925 12 1,280 13,500 15.6 00

1 5 6 1 9,62 0 1.07 0 1.24 0

16 64 9.000 1,000 1,160

17 85 6,4 00 7 10 820

18 69 ll.100 1,22 0 1,4 30

19 50 12.000 1,33 0 1.5 50

2 0 13 5 12,96 0 1.42 0 1.67 0

2 1 14 1 8,780 96 0 1.13 0

22 6 2 l l.4 00 1,25 0 1.460

2 3 38 7.800 86 0 1,000

2 4 88 8.400 93 0 1.0 80

〔2 526 12411426 1 21.94 0 2.600 2.820

27〔28 2 1.180 2.25 0 2.740

2 9〔30 17.740 1.950 2.2 80

3 1 156 l l.04 0 1.22 0 1.4 30

32 105 7.74 0 82 0 9 90

･｣､ 吾十 】 1.6 05 182.3 00 20,000 2 3.5 00

荘 高蔵寺ニュータウン計画の年令階級別人口の推計から児童率定常時11久 ピーク時 129多として井出

-22-



Ii】I 表 横浜市小学校の学級数別学校数

盲藩ミこそ讐 1 - 5 6～ 11 12～ 17 18.--23 24-29 30- 35 36- 41 吾†

他 見 本 校分 校汁 33 22 55 77 11 1818

# 案 JIL 本 校分 校吾十 11 55 33 44 22 1515

西 本 校分 校汁 11 11 55 22 99

辛 本 校分 校計 22 11 33 11 77

南 本 校分 校宮十 11 22 55 55 66 212 20121

保土ヶ谷 本 校分 校針 123 55 33 1010 44 11 24226

康 子 本 校分 校計 44 55 99

金 沢 本 校分 校gi, 33 33 22 88

港 北 本 校分 校計 11 527 516 88 66 44 28432

戸 塚 本 校分 校宮十 22 314 213 77 77 22 22 23427

計 本 校分 校苦† 33 9615 22224 4040 4747 3434 99 161ll172

言;ミ 秩浜市都市調査資料集 より作製 (1969年 1月)



表 横 浜 市 中学 校 の学 級数 別 学 校 数

竃 モ ミ:苧級数 -8 9-llF12-14 15-17 18-20 21-23 24-26 27へ-29【3秒--32 33-.35 36-38 39-41 42- l計

鶴 見 区 闇 計 11 22 11 33 11 88

神 奈 川 本 校分 校l 計 11 11 11 22 11 66

西 本 校分 校さT 11 22 11 11 55

中 本 校分 校計 11 22 11 11 l 55

南 本 校分 校計 112 11 11 33 11 718

保 土 ヶ 谷 本 校分 校計 11 11 11 33 11 11 718

磯 子 本 校分 校計 11 11 11 33

金 沢 本 校分 校計 11 11 11 11 44

海 区 本 校分 校計 11 33 33 11 22 11 llll

戸 壕 本 校分 校計 11 11 44 11 11 11 99

計 本 校分 校 44 71 101 llll 8 5 7 6 3 3 64

i三三 横浜市都市調査資料典よb作製 (1969年 1月)
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･ 幼稚園

千里丘陵住宅地計画では 0-3才児は乳児保育所,4-5才児は′J＼学低学年校 (6-7才児 )

に併 設される幼 稚 園 ･に就園 と云 う形を取 り通園距離の短縮及び′J＼学低学年児童 と一緒の此軟

的狭Ll生活圏 (生活領域 )の確立が試み られてLlる○

高蔵寺ニュー タウン計画では,0- 3才児はパー トタイム保育 も行な う乳児保育所. 4- 5

才児は ,すべて/｣＼学校に併設の公立幼稚園に通園と云 う形が提案されてh る○

研究学園都市計画では,0- 2才児がJ1- トタイム保育 も行な う乳児保育所 ,3- 4才児は

私立幼稚園へ 5才児は ,/J＼学校併設の公立幼稚園にすべて通園と云 う提案で, 5才児の義務教

育化-の配慮が うかがえる○

南多摩 ニュータウン計画では,公立 と私立 とが共存 し 5才児の義務教育化が行なわれれば,

･J＼学校併設の公立幼稚園に 5才児 をすべて収容す ると云 う形が提案されているo又 ここでは,

3才以上の幼児はすべて幼稚園で教育 を受けそれ以外の保育を必要 とするものは保育所-, 3

才児未満に対 しては乳児保育所で保育を行な うとしている○

以上の様な提案の中で拾い上げ うれるい くつかの問題は

(1) /｣＼低と小高の分離の財政上及び現制度上の問題の反映

(2) 幼稚園の全公立化の財政的,地域格差の問題

(3) 幼稚園 と保育所の機能分担の問題

(4) 建設 プログラムと施設の対応の問題

等 々であるが,前述の南多摩 -ユ-タウン計画では上記 した問題がかな り解決されてhる様で

あるo

_上述の事を前提 としての港北 ニュータウンに於ける幼児教育施設言十画は次の ものを考える｡

(1) 1学校群に幼稚園 12,その内訳は公立,私立の混合編成で,公立幼稚園は/J＼学校 と併設

した形 を取 95才児の義務化に備え,緑道中に施設 を設置する○私立の幼稚園は分散施設とし

て住居地域の中に配置 を考える○

(2) 私立幼稚園の配置は,ここで提案されているワ/センターシステムに応 じ,当然住居地域

内の商業施設 を始め,その他の施設量が押えられ ようが,I(- トタイムを行な う保育所や一般

家庭医診療所等 との近 くに設置 を考える｡

(3) この私立幼稚園は過大規模 をさけ適正規模 (5- 7クラス )を保つ様に指導を行ない,又

施設の位置 も自然発生的にならぬ様適当な分布 を考慮する｡

(4) 保育所 との関連では,南多摩の場合で も提案されている様に,現行の 3- 5才児の 2本立

(幼稚臥 保育所 )には問題が有 D,近年の学 令前教育に対する要求の高ま りや (学令前幼稚

教育普及率は一般団地 95%以上,東京都の全公団地域の場合 98%),保育所に通 う4才,

5才児に対 しても幼稚園 と同 じ教育が要求されている現状をかんがえ九ば,保育所 と幼稚園 と

の機能分化は是非考えねばな らない0
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この提案では ,学令前の教育を希望す るものはすべて幼稚園 とし,又さらに時間后の保 育の

に対 しては,保育所へと,場 を変える事 とする○保育所につ t̂ては後述 (社会福祉施設 )す

5才児の幼児教育が義務化 されれば ,緑道上 に設けるo公立の小学校併設幼稚園がその場

bその時は住居地域内の私立幼稚園は 3才 , 4才児の幼児教育を行 う施設 となるo

l学校群 の幼稚園総数 は公立 6,私立 6の 12施設であるo

述 した如 く5才児 ,4才児の通園家は高 く港北 ニ ュ- タウンで もそれぞれ 100啓 と考え

るo又 3才児は ,現状の制度下では 30帝程度であろ うが 5才児が義務化 されれば 3才児

園率は増加する もの と予測 され る｡

表- 1校 群 当 り の 園 児 数

私立 とも各幼稚園の ク ラス数は,5才児 2ク ラス,4才児 2クラス, 3才児 1ク ラスの 5

ラス幼稚園 となる0

1施設当 りの面横 は次の ようにな ろう｡

園地面析

9307n･+ 370 (5- 1)m･- 2L410,n･

園舎面析

3207n'+ 100 (512)7TL'- 6207Tl

って計画 (港北 ニ ュータウン )全区域の総和は (施設総数 86)

園地面横

2410× 86 - 2096607Tt幸 21HA

園舎面横

620)(86 - 533207n'

あるo

医療保健施設

頓浜市の医療施設現況

一 院

和 37 三t来昭和 41年の 4年間に施設数は 83か ら 93と 10施設の伸びがあるが ,人

増加が著 しく人 口 10万対では昭和 37年が 5.5とな ってt̂ るのに対 し,4生后の 41生
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横 浜 市 女 鹿 別 区 別 , 病 院 ･一 般 診 療 所 数

(一 般 診 療 所 )

年 産 鶴 見 神奈川 中 南 磯 子 金 沢 常 北 西 保土ヶ谷 戸 塚 請 全 国

昭 和 30 118 116 14LI 102 34 34 58 66 64 28 764 51,347
(58.7) (81.2) (135.9) (59,5) (50.0) (53.1) (52_2) (65.7) (66.6) (34.5) (66.8) (57.5)

35 152 129 153 121 48 41 83 72 91 46 937 59,008
(66.0) (74.7) (123.8) (622) (64.5) (57.4) (56.2) (69.1) (63.3) (40.5) (68.1) (63,2)

40 162 148 154 125 55 45(52.2) 141 77 15 87 1,109 64524(63.3) (75_4) (112.5) (50,4) (57_5) (60,0) (73.9) (51.6) (41.9) (62.0) (65.7)

45 158 148 156 128 57 50 148 77 118 97 1.137 -

(病 院 昭和 40年 )

施 設 数 15 7 13 12 5 4 6 7 10 10 89 7308

病 床 1296 1.058 1.647 2.219 550 895 636 397 1.947 1.855 12.500 918,233
(494) (540) (1.190) (895) (570) (1,040) (260) (382) (875) (995) (700) (920)

医 師 141 102 194 330 50 55 59 70 110 122 1233 70:477

(一般診療所 昭和 40年 )

(医療従事者総数 ･病院医師+｢股診療所医師 昭和 40年 )

横浜市都市調査資料鵜及び医師会統計粒料 より作剃 ･ ( )人口 100.000対数値



車載荏(=) 横 浜 市 ,全 国 ,神 奈 川 県 病 院 .診 療 薪 .病 床 数

病 院 診 療 所 全 病 床 一 般 病 床(病院,診療所 )# 病床総裁 ｢股病床数 教 病 球 数

昭 市 83 10,767 4945 1.012 2.035 12,802 6.980

(5_5) (702.7) (322.7) (66.8) (132.8) (835_8) (455.5)

国 6,428 752.714 353.755 61,366 179.868 932.582 533,623

和37 (6.8) (790.8) (371.7) (64.5) (189.0) (979.8) (560.7)

秩 200 27,807 12.825 2,465 5.093 32.900 17,918
(5.3) (733.1) (338ユ) (65.0) (134,3) (867,4) (472.4)

38 市 86 ll,335 5,504 1.058 2.232 13.567 7.736

(5.4) (705.0) (342,4) (66,5) (138.8) (843.8) (481.1)

匡l 6.621 794.434 3S3.372 62.363 189.634 984.068 575,006
(6_9) (8262) (400_7) (64_9) (197.2) (1.023.4) (598_0)

秩 204 29,426 14,222 2,521 5.490 34.916 19712

くつ⊂)く=)く> (5_1) (774.6) (357_4) (63.4) (138.0) (877_5) (495,4)

39 市 88 ll.843 5.950 1,079 2,309 14152 8259

⊂1くa隻.亡ヽ▲一 (5.5) (698.7) (351.0) (64.4) (1362) (834.2) (4842)

国 6.838 833.60,6 415.462 63.296 196.547 1.030,153 612.009
(7_0) (857.8) (427.5) (65.13) (202.2) (1,060_0) (629_7)

秩 209 30,617 15,341 2.585 5.794 36.411 21,135
(5,0) (730.0) (365_8) (61.64) (138.2) (868.2) (504.0)

40 市 89 12500 6.477 1,109 2.479 14.979 8.956i卓義i0 (5.0) (691.9) (358_5) (62_0) (137,2) (8292) (495.7)
国 7,047 873声52 442.536 64,524 204.043 1,077,695 646.579

&a.ら肖i (7.2) (8890) (450_0) (65.7) (207.6) (1.096.6) (657.9)秩 215 32352 16.772 2,696 6.183 38.535 22.955

女CIA吉 (4,85) (7302) (378_6) (60.80) (139,6) (869,8) (518_1)
41 市 93 13413 7.278 1,132 2.563) 15,976 9,841

忙秦拒港S.dd (5.0) (714.9) (387.9) (60_3) (136_6) (851.5) (524.5)

転科 : 横浜医師会〝横浜市における地域医療の現況〝(E;43)上b
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には50と低下 している｡病床数は,昭和 37年 ,人口 10万対で 702.7床が 4生后の 41生

には7149と若干増加 してt̂るo

しかし,全国平均昭和 40年の数 900床からすればかなb低い値を示 して居 り昭和 37年

エb昭和 41年 までの 4立間に 2.700床 の増床がみ られるが人口増加に追LJlつかなL̂状況 を

皇してL̂るO

(2) 診療所

市全域では昭和 30生が 764で昭和 41年には約 5割増 しの 1137と363施設増加 して

Lhるが.対 10万では 66.8か ら606と低下 してt̂るo診療所の増加 も同 じく人口増加には追

t̂つけない状況であるo

(3) 対象地域の近辺の保土 ヶ谷,神奈川 ,西,鶴見 ,港北区それぞれの診療所数,病醍数 ,病

床については,とくに保土 ヶ谷,鶴見 ,港北が施設畳事情が悪いと云える〇

･ 医療施設綱

一全件計画が人口約 50,000人の地区 と,地域全体のセンタ-で構成されていることか ら医療

施設も地域全体並びに周辺 をも含む地域全体の基幹病院的機能をもつ総合病院 と地区 センター

に建設する地区医療 センター,更に住区に散在する家庭医の 3段階構成 とし相互に緊密な連絡

をとb全体 として高L̂医療水準 を確保する｡
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地区医療 セ/メ-,家庭医 ともに開業医で構成する

総合病院は市立病院等の公立病院で常勤医師の他 ,他の地域総合病院 とか大学病院からの非
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常勤務医師の派遣 をうける等相互の緊密な連けいをはかる地区医療 センタ-,家庭医か らの紹

介による専門診療 をおこな うことを中心 とするがその他地区医療センター医師,家庭医に対 し

て病床,手術室 ,検査設備等諸施設を

解放することを考える〇

一本地域の人口を約 35万人 とすれば

後述のように地域総合病院 としては当

焦約 1,000床の-般病床が必要 となる

が更にその上位施設 としては,市大病

臣とか東京の大学病院 を考えるo然 し

その利用は,充実 した地域総合病院 を

建設すれば需要の大半を吸収 し得 よう〇

一上位施設 との緊密な連結が とられる

ことが医療水準の向上に必要なことは,

Lnうiでもないが,他の地域病院 との

関連を密にし一体的運営 をす ることが

必要であるo

gPち

(1) 患者のお くD.医師の人事交流は

もとエb専門医の出張診療等 もおこな

うo

r--
-

-

--
-

i

川

地
域

讐

病院
叩

(2)地域総合病院間で検査 ,高度な治療施設 ,洗部 ,給食等の機能分担 をおこな うことを考え

る｡ このことは,今后 自動車道路が装備 されれば,充分可能である｡

一地域総合病院には,横浜市全域 とか神奈川県全域施設 として必要な .)-ビT)テーション施設,

老人病院,老人福祉施設,精神 ･肢体等障害者 (児 )施設 も併設することを考え医療福祉の セ

ンタ-とする｡そのため充分な敷地を用意する○然 しその場合地域総合病院間での機能分担は

考えられるO

-その位置は,交通に便利な ところであれば エV,o Lか し病院は第 1期の入居 と同時に開設さ

れることが好TiLL̂ので初期に達成される ところである必要がある｡

病院規模 としては,前述の通 り約 1,000床が考え られるが ,その場合 Al,000床病院を建設

するか,B例えばセ/クーに 300床病院 を建設 し各地区に 100床病院 を分散することが考

えられるo

后者は,何度階に もわけて造成建設が行なわれること,それにあわせて医療需要 も増す こと

を考えると有利であるが,自動車道路の整備 した段階を考える と1ヶ所にまとめることは,刺

用上何らの支障 もないし医療水準,病院経営の上からも 1.000床病院の方が 上かろ う｡
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[=]⊂コ
-この種の - ユータ ウンの医療施 設設屋 での 一つの問題 は ,病院建設 がお こな L̂に くい ことで

あるが, これには ,①医療施 設設置が 自治体 に義務 づけ られ てL̂なVlこと,⑦ ニ ュー タウン建

設 が数年 か ら約 10年 かか b病院建設 を数段階 にわたって行 う必要 が ある こと,㊥ 病院の経営

は困難で あること｡

等の理 由があげ られ る､-

そ こで病院建設 に㌢lしては今后 次の ような処置が必要 で あろ う｡

(I) この種の ニ ュー タウンの建設 にあた っては ,病院 :)設 置は是非必要 で あるO

(2) その際 ,その病院が ク ローズである とオーブンて ある とを問 わず 自治体 又は ,それに_準ず

る法人が7垂設主 体 と7Ti:ることが必要 で ある｡

(3) 済混 建 設が公共的な ものであ D, しか も先行軌 資とな るの で 自治体財政 を圧迫す る ことと

なZ,C)で ,土地収得 を容易 にす る とか住宅公団が7ji_設 して 自治体 に長期分譲す る等 の速 をひ ら

't必 要 が ある｡

(4) 需要 が定着 しない ことに対 しては.入居直F_-=か ら必要 とな る分娩施設 (産科病 床 )を中心

として建 設す る遠 をひ らく必要 があるo

産 科病 床 (分娩施設 )に対す る配慮 は ,今 Lまでの住宅団地 (- ユ- クウン )建 設にあっては,

不足 してh たが ニ ュー タウン入居者の年令階 層 が若 く年間 出産数 が既存の住 宅地 に比戟 して多

t̂ので分 娩施設は是非必要 な ものの一つでdTニる〇

一専FEFJ医的 開業医 の集 まって Loる地区医療 ｣エソ

クー につLハては,今 までのい くつかの連歌 慮案

では ,その名称 はま ちま ちであるが設置 E-ii位 と

しては いろL̂ろな大 きさが とられ てLhZ,.)

即 ち千里丘陵住宅地 の建設 は約 10,0(=)人 に

1つの診療所群 (医者村 )にな ってl､るが ,千

里 丘陵住宅地の提案 は 20,000人 を設置 単位 と

してLnたo この設置単位 は 10,OOF)人 ではすべ

ての診療科 Eを設置す るこ とは困ヂfiであ り,諺

療科 員をそ ろえた時は ,患者数に パ ラつ きが あ

るので設置 の単 虻 としては 20,000人以上 必要

である0
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-そこで本提案では ,建設段階 も考えあわせて

7つの地区 (人 口約 50.000人 )に夫 々 1つの

地区医療 センターを設置す ることを考えるo

そのことに よってすべての診療科 白を設置す

ることができ,又人口増に伴な って次第に診療

科目を増設す ることが可能であるO

-ここで一つの問題は ,病院の考え方 に もよる

が各診療科 目が複数設置 で きるこ とになるが,

これは現在多 くの医師会 では,診療所設置 に対

して規制を してt̂る ことと反するのでこれに対

しては,特殊例 として再検討を要する (診療科 日伝に 1507n以上離れること )0

⊥診療所群の設置につL̂ては,.千里丘陵住宅地の実例に よれば,次の ようなt̂ くつかの形が考

えられるo

即ちA ･B ･Cの 3形 であ

るo しか し千里丘陵住宅地で

紘,A型は第一期建設の住区

(約人口10,000人 )に建設

されたが次の建設では B型に

移行 し,つh で C型に移行 し

た.その理 由として,荏)A型

は,センター長が あって管理

する場合には,適 してL̂よう

がそうでな L̂時には,例 えば

共通部分の使用料 な どの問題

がか こるO②個人の財産 とは

B

日
日
H
H
H
=

ハ日
間

ならないO

-今回の港北 ニュータウン建設にあたってはいわば診頒所 マ /シ ョンの型 と したho

即ちA_型Jに近いが共用部分は, ホール,帽段, エ レベーター等いわゆる通路部分に とどめ審

溶室,X線室,検査室 など診頭重胸係 の共用 部分は,本医虎 センター円に仕 とらないO

-従って診療所単位 に規模には ,大′J＼あろ うが待合室 ,診察室 ,その他最/J､隈の検査室な どを

とD,他は地域総合病院 を利用す ることを考えるO

-病床につLnては ,休養室程度の病床は とる診療所 もあるが本医療 センター内には,設けな t̂

のを原則とするo

入院治療が必要 な場合は,地域総合病院に患者 を紹介するが,この病院に入院 させ治療す る｡

この単位診療所 を各医師に分譲する0
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建築 としては他の機能 ,例えば商店 とか事務所又は住宅等 との複合 も考えられるo

Lかしこの種診療所は この-ユ-タンの規模 とか現在の診療所分布を見ると第 1期入居 と同

時に必要 となるので次第に規模 を増す ように建築的に考慮する必要が あるO

診療所建設にあたっては,住宅部分を診療所か ら切 りはなす型 と住宅付診療所 とする型 とが

考えられるo Lかし① A型の方が職 .E]･-I I-[≡]
場が分離 して医師の静養ができるo

D [二三 ]

⑦ A型にす ると救急の場合に住民は不便であるが こ歯堀部 ゴ象療磯 城総合病院 とか家庭医を利

用すれば よかろうo⑨何 らかの理 由で診療所を廃止 した場合でも住宅が分離 してL̂九ばそのま

ま使用できる等 のことを考えると地区医療 センターの場合には, A型の住宅分離が適 していよ

うo

この ように考えた場合 ,地区医原 センクーの建築規模 としては後述の ようになろ う○

地区医療 センターは.集中型をとるが家庭医は広 く住区内に分散する塾 をとるoその単位 と

しては,約 1.000戸が適当であろ うo

その位置は賃貸住宅内であっても,住区施設内であっても分譲でもよLlo

住宅 との関係については,前述の住宅付診療所の形で 上かろ うo

保健活動につL̂ては,地域総合病院 に保 健 所 支所を併設 し地域保健活動の-センタ｢とし,｢軌

母子 ,精神相生 ,成人病 ,老人病対策をおこな う○

この場合.①保健活動 と医療活

動が緊密にお こなわれる必要があ

ること｡(野保健活動には病院医師 ,

並びに病院施設が必要になること

から地域総合病院に併設される必

要があるo

保健活動は勿論支所内でもお こ

なわれるがその保健活動は広 く住

区内に入っておこなわれることが

必要 であるのでその場 として地区

保健 センターを地区医療 センター

の内に とる○

そのことに上って地区の保健指導に地区医療 センターの医師の援助 をうけることが容易にな

る○

この地区保健 センターは,保健婦常駐の場 ともな b住民の健康 カー ドも整え地区住民の健康

管理 もおこな う0
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･ 医療施設規模

まづ地域内の患者数 を今までにおこなった団地調査の結果か ら算出すると次の ようになるo

⑳ ④ ⑤
地域内医療施設患者数 -1000人 目患者数 x地域内人 口 X地域内施設利用割合

地 域内患者数⑳

㊨ 1,000人目患者数 通院一般 50人/ 1000人 日

通院歯科 16人/ 1000人 日

往 診 1人/ 1000人 日

入 院 a5人/ 1000入 日

0
⑧ 地区人口 50,000 通院｢般 2,500人/日

人に対する患者数/日
通院歯科 800人/ 日

往 診 50人 / 日

入 院 175人/日

｢股,

'iZZヨ

⑤ 地域内施設利用割 通 院一般 75%

合 通院歯科 80%

入 院 40虜

⑳ 地域内医療施設利 通 院｢般 2250人
用患者数

通 院歯科 640人

入 院 70人

診 療 科 別 50000人地域の 診 療 科 別 地域内施設
1000入日患者数 特 別 患 者 数 地域内利用率 利用患者数

◎′通院 一 般の内 訳 内 科 13人 650 75虜 488人

小 児 科 12人 600 90% 540人

外 科 6人

産婦人科 4人

眼 科 6人

0 70% 210^

0 60% 120^

0 75% 225̂

耳 咽 科 6人 300 75多 225入

皮 泌 科 3人 150 60蕗 90人

そ の 他

入院の内,産婦人科利用患者数は団地利用実態調査に 上れば 1.1人/ 1000人 日団地内施設利

用率=60%であるか ら地区人口 50.000人 とすれば旧患者数は 33人 とな b病床利用室 を 80

カとすれば病床数は 42床 とな るO もLEZl地内施設利用毒 を 50啓とすれば旧患者数は 28 人

病床利用率 を 80帝 とすれば, 35床 となる｡

入院全体については,地区人口 50,000人 を対象に考えると団地利用実態調査結果の 35人/
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1000人日を適用すると 1日当 り入院患者数は 175人 となるo 地域内入院施設利用率 を 40

多とすると 70人/日,病床利用峯を 80虜とすると必要病床数は 88床 となる｡

次に地域内の医師数は どの位必要になるかをみるO患者調査 (昭和 38生 )にエb診療科別

医師 1人あたb患者数をみると次の ようになってL̂る○

外 来 内 科 26人

小 児 科 35人 歯 科 30人

外 科 68人 (1診療所あたり患者数 )

産 婦人科 17人

眼 科 64人 皮泌科 40人

耳 咽 科 95人 (資料なし 仮定 )

(全 科 27人 ) - ･ 内科 と同 じとして扱 う

そこで先に算出 した地区人口 50,000人の外来患者に対する必要医師数は次の通 りにな るO

内 科 19人

･｣＼児 科 16人

外 科 3人

産婦人科 7人

眼 科 4人

耳 咽 科 2人

皮 泌 科 2人

計 53人

歯 科 21人

地域総合病院の病床数は,前述の通 988×7-616± 600床 となる｡

しか し,ニュータウンの人口構成が次第に一般住宅地に似て くると入院患者数は 5人/1000

人 日に近づ き,地域内施設利用率は 60蕗程度になろ う.その時には 188床 x7-1316床

≒1300床にす る事が必要 となる｡

従って当面は 600床 (内産科 240- 290床 )で出発するが将来は少な くとも1000床ま

で.増床す ることを考え,当面の 600床について も人口の延びに対応 して何段階かで整備 され

る必要があろう○前述の通 りこの地域総合病院には保健所支所 を併設するので地域の保健指導

健康管理は保健所がおこな うo

地域総合病院を 600床 とすると延面積は 600床 x407オ-24,0007Ttとな り,今仮 りに建

築単価を9(),000円/7TL'とすれば建築費は医療設備,備品を除L̂て約 22億 円となるO

.~.: ヾ̀ ∴ ∴ ∴ 一 一一 L 中

人に対する必要医師数一般 50人 を仮 bに地区 地
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医長センター 23人,家庭医診療所 17人 と考えると地区医療センターは各診療科複数設置可

能となり,家庭医診療所は1診療所当9約 750戸となる.

歯科医師昧地域人口 50,000人に対 して約 20人 となるが住区内分散を一応 17人,地区医

療センターに 3人 と考える○

家庭医診療所は上記の通 9約 750戸に 1診療所 となるO この種診療所は住区内に広 く分布

することを考え賃貸住宅内であっても戸建分譲であっても上いが住宅付 となろ う｡

地区医療 センターには前述の通 り約 23人+歯科 3人 となるが ,これは各地区に 1ヶ所設置

するがその うち若干は地域総合病院の近 くに開設 も考え られる｡

地区医療センタ-は前述の地区保健センターと共に 1つの建物にまとめられることが好 まし

ho地区医綬センターは住宅 とは分離の形式 となろ う｡

託

1)患者数 (1000人当 91日患者数 ) (4団地調査の平均 ).

2)平均通院 日数 ,入院 日数 (4巳】地調査の平均 )

3)生令性別患者数 (1000入 日患者数 ) (4団地調査の平均 )

年 令 通院(含歯科) 入 院

0- 2才 74人 1人

3- 5才 94人 2人

6- 8才 113人 2人

9- 11才 83人 2人

12--14才 59人 1人

15- 19才 男 32人 -

15- J9才 女 51人 2人

20- 39才 男 41人 1人

20- 39才 女 65人 8人

40- 59才 男 67人 5人

40- 59才 女 72人 3人

60才一 男 73人 8人
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4) 診療科別 患者数 (1000入 日点 者数 ) (4巨卜地調査の平均 )

通 院 内 科 13人

小 児 科 12人

外 科 6人

産婦人科 4人

眼 科 6人

耳 咽 科 6人

皮 泌 科 3人

そ の 他 0人

-般平均 50人

歯 科 6人

入 一覧 産婦人科 1人

5) ニ ュー タ ウン内施 設 利 用割合 推定

通 院 一 般

通 院 歯 科

入 院

6) 診療 科 別 ニ ュー タ ウン内施 設 利 用 割合

7) 4団地医療施設実態調査の結果 (吉武 ,三浦,伊藤,荻原,柳沢,松本調査 )

表 団地医療施設の現況 (昭和 40年 8月 5日現在 )

合 計ペグド数 1000戸 当 り施設数 1診 療 所 当 り人 口 1万人当りベ , ド数 団地内住宅総戸数(賃貸住宅戸数 )一 般 歯 科 一 般 歯 科

高 根 台 83 3_4 1_5 950人 2.100人 49床 5264 p-(4.597)

盲合ケ丘 83 4,3 1,1 750 3.000 92 ･2.806(1.751)

明 神 台 0 1_0 0 3,680 0 0 1.150(1.150)

注 1 ベ ,ド数の内訳 :高 根 台-病院22床 (内 ,J-産)診療所合計 61床
盲合ケ丘-病院50床 (円 ･'｣＼･外 ･産 )診療所合計 33床
鳴 子-外科診療所 10床

2 人口は 1戸当り32(4箆地調査の平均値 )として井出した｡
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表 B]地 医療施設 利用 率 兎, ( )内 は公 EZlの用意 した施設 の利用率

通 院 - 般 通 院 歯 科 入 院

通院者数 廷 日 数 通院音数 延 El数 入院者数 延 日数
の加用事 の利用率 の利用率 の利用峯 の利用率 の利用婁

高 根 台 75 69 83 82 47 19
(118) (.15) (16) (15) (21) ( 8)

首 合 ケ丘 77 75 71 60 46 22
(13) ( 8) (- ) (- ) (- ) (-)

明 神 台 /42 39
(42) (39) (- ) (- ) (- ) (-)

鳴 子 62 65 20 17 3 3
(27) (32) (- ) (- ) (-) (-)

平 均 61 60 汰 汰 汰 莱

鍾,通院者数の利用客-
当該E3]地医頼施設通院者数

当該団地の全通院者数

米明神台を除 く3団地の平均

表 団地 の通院 ･入院 の 1000人 口患者数

1000人 巳通 院 一 般 入 院
1000人 ーEl -1000人 日 1000人 日
入 院 産 婦 人 科 そ の他 の科

高 頼 台 43 3.2 1.2 2,0

盲 合 ケ丘 43 3.2 1.0 2.2

明 神 台 54 3.2 0,6 2_6

表 出産 に おけ るEil地 内施設 利用 の年次推移

36年 37年 38年 39年 40年 41年

高 根 台 - 12感 39東 40宙 55卓 61砿
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各住宅地の医療施設計画

千里 ニ 11クク /

計画 1

計画 2

計画 3

･ オ ーブン病院

オ ーブン病院

2500戸に数

診療所

高蔵寺 こ .1-タウン

(医療 )

(保健 )

(1)

･ オ ーブ ン病院

_雌 杜村井 ･ 専門科診療所

のセ/クーへの

集中｡

+ 件≠希 (托蛸 )

A A

(2)

(1)は保健qrの出先機関を施設に して独立 して作 D保育所 と連絡 を密にする｡

(2)紘,出先機関は小学校の保健室を充実させてその機能 をもたせ一般医 と保育I瀬と共に近隣の

センターとしての性格をもたせ る｡現在の ところ後者を採用 している｡
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研究学園都市

(医療 ) (=〕
馴 1詮鍵祈2ヶ所

(孟芸完三言.27ニス)

地価管理七ノター

ンJ-/ビノブセンター

(叩門医 --忠医)

5,帆 -10,000(小学校区)

オーブ /病院

病院円の専門医は,

病院の外来を兼ねる｡

セ/ダーに専門医診

療所 (グルーブプラク

テ ィス )

他の一般医 ･専門医

はシ ,,,i:I/グセ/ ク

ーqこ｡

職場診療所 と管理セ

ンターとの連絡

･ ,ト 中 ･高 ･幼 ･保 に保

健室を設けそれ らとの

,J4･_枚の保地主 連絡を良くする｡

･ 医師は一般診療医が

熊ねる｡

多摩 ニ ー一夕ウ/(医療 )

(lJ 家庭医オ ーブ ン方式

① ′｣､分院オ 171ン方式

② 中分院オ ー7-ン方式 中央.良

毒の
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(2) 専門医 オ ーブ ン方式
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表 各 住 宅 地の 医療 保 健 施設 計画

入 院夕探遜) 利用*% 利用人数 利用率髄 利用人数 1施 設 当人口 .戸数l ベ ッ ド数 医 節 数 施設両横 敷地両所

千 里丘陵住宅地 】近隣分区1000戸～1400戸5000人管腔 賢一2800戸10000人 150,000人(30.000戸) 中央病院400～`500床地区病院99床x2 30人(一昔防.-ブソオーブン 14,000m'3,600773l 8,000mJ

高蔵寺ニ1-メウニ/ 40( - )EZl地内利用塞 70痴 100,000人 1000人に5床10万人500沫(産科75床) 40人(専門医25/勺

研 究学 園 都 市 ブロック規模周辺 10000-5000人中心約300()0人 3.5～ 5.0 40～50(8-10) 155,600人(1施設 ) 1000床(Rehベッド含)150-～200床 81,00Qwが 90DOOnJ

南多摩 14,000人 I-4%1-4 40 80 32※2 75 24※2 45,000028000人 1000床ブン方式

16,000人 Ⅱ孤-4 (10) 102 40,8 1021 40.8 小分院3 000 茄 床10施=JL)

注 (1) Ⅰは計画区域,Ilは周辺区域,IHは 1次隣接区域,Ⅳは 2次隣接区域

(2)利用人数は,1万人当 りの数値を示すO

(3) 保健活動は,病院分院に併設された陳鍵所分室で行う｡

表 各住 宅地 の 医療 保 健 施 設 計画



LZJ 叶Ijl-Hノ＼玖 V▲l ▲ ノJ/＼==ヨ リL'JŶ 11EICL,･ ノU

(3) 保健清肋比,病院分院に併設 された保健所分室で行 う｡

表 各 住 宅 地 の 医 療 保 健 施 設 雷十面

団地毛 住区規模 - 般 医 診 療 所 専 門 医 診 療 所 保 健 所
1施 設 当人口 .戸数 医 節 数 施設面凍 敷地両税1施 設当人ロ .戸数 ベyド教 医 師 数 施設面秋 敷地両横 1施 設 当人口 .戸数 施股面棟 敦地面棟

千 里丘陵住宅地 皿隣分区1000戸～1400戸5000人近隣住区2000～2800戸10000戸 2000-～3000戸に 1-2ヶ所(グ7L-ププラスナイス) 1地紋当り3-7名(含歯) BO O M 260耕一～3.3■Dn+ 150.000人(30.000戸)

高蔵寺ニ1-タウン 1200～1800戸 医40人科医22人 50000人(2施設 ) 春 日井保健所の支所100.000̂

研 究 プロ,ク規模周辺 10000-5000̂ (8施設)郊外住宅地 -般 4歯科 2 セン タ-内に2ヶ所 知 床 健康管理七二/クー 3.500n'

学 園 都 市 中心 約30000人 16000人(2施設)恥じ住宅地及び周辺 専門 7｢蚊24歯科10 (グ̂ -ブブフス7-イス) 155.600人

注 (lI 利用人数は, 1万人当 りの数値を示す｡

(2) 保健活動は,病院分院に併設された保健所分室で行 う｡



千里丘陵ニュータウン 診桁所分布図
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5- 社会文化施設

･ はじめに

高蔵寺ニュータウン計軌 研究 ｡学園都市計軌 南多摩ニ ュータ ウン計軌での社会文化施設

の概要を説明すれは次の如くである.

① 高蔵寺ニ ュータウン計画

この計画では, この種の施設は社会教育法にもとず き,図番館,公民館.集会所の施-hhを次

の様なシステム及び規模で投薬している｡

･F図苔館 一 中央分館の規税は 50,000-70,000

冊の成番とし,座席数は 200牌前後としている｡

システムはワンセンタ-を反映 さし市立図智鮎

(春日井市 )の分銅をセンターに設lpEしている｡

その末端施設として 1000戸に 1ヶ所,週 2回開

設の酎本所を設け,徒歩利用者に供する施設酎鼠

か考えられている｡

･公民飽,集会所 一 公民館と集会所 とを組織し

左図の様なシステムで全地域を祝 う事を提案して

い るo公民館の施設内肴は集会室を主体とし母親

学級のための特殊施設 (ユニ ットキッチン)を設 1

け,大集会宝として公会堂の併設か望ましいとし

ている｡

これに対 し集会所は,近隣センターに1ヶ所つ

つ小,中集会室を主体とし酎本所の併設を加え,

300㌦ 程度としている｡

㊥ 研究 ･学園都市計画

ここでは入居者屈が他の一般的計画住宅地と興

り.全体の生活 レベルか高 く,年令梯成 も比較的平均化している都市としてこの種の施設の坦

巣をしている｡

●計画目標として次の様な点を列挙している

･住民の輩求は周辺都市に依存す る串か なく, 当該都市内でその日的な消す串.

1中心地区に中央館的横能を持つ市民文化センター (公民館,凶恕鮎,博物朗,公会堂 )杏

設けるO

図番館活動は計画都市内の大学 .研究所の図書館と相互協力体制をとり住民の欲求にこた

えるO

･大学のクラブ活動や公開講座に公民館を挺供し,又市民文化センター等を通 じ市民と大学
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の交汝を行 う場とす るO以上の事を計画 目標 としている.

･計軌の施設網は中心地区に市民文化センターを,又周辺住区には住区公民館 としている｡

これらの市民文化センター,地区公民館の配置のシステムは後記の如 くであるO

･市民文化センターの内容は公民館. 図讃舘,博物館,公会墓 管理の部門によt)な(),図番館

部の蔵智は 130.000他 地区公民館には 5,000-10,000冊を配本す るとしているO 東に図

番館の他,大学,研究所等の有す る資料の綜合 日録を整備 し,情報活動のセンターとしてのイ

ン フ ォー j-ションサービスを行 う串 も考慮されている｡

博物飴扱能としては,美術関係の展示を主体とし一部常設のギ ャラリーを持つO

公会堂部門は.各種催 し及び国際会議か 出 来 う る様な高度な施設設備 も考えられている｡

･地区公民館は小学校区の中心部に設け.集会,論議,実習重及び図台館の配本所更に老人't児

童のための施設を加えた内容としている｡

児童館は中心地区の 2住区に 設 置 し児 童 が自由に自主的に利用し,遊んだリ,学習するに

必要な資料や道具を備えた施設である｡その規模は 500m2としているO

㊥ 南多摩ニ ュータウン計画

住民の瞥求は,都心の施設に依存する串な く,その要求をニ ュータウンの中の施設網の中で

満足 さす串を目標とし, 中心地区に総合図書館, 中央公民館,博物飽,公会堂等を集約殺鼠し

ている.周辺住区には,住民の日常の利用を考え,施設を住区センターに染め,他の施設との

関連を密に し利用効果を高める串を意BEIしている｡

●中心地区

総合図番館 一 三多摩全体の総合図番館として梗能する事としている.蔵番数は250,000

冊,施設面椀は 9930'㍉

中央公民館 - 社会教育施設の運 用センターとして枚成し,集会室を持ち住民の教育講座や講

演等か開かれ る｡ 施設面積は 800m2

博物館 一 公会堂と共に中央公民館と一本化し郷土浄机 美術関係の展示を主体とし一部常

設のギャラリーを持つ,画職規模は 1130m2としているO

公会堂 一 各柾の催物か出来る様にステージと小娘全室を持つ,面積親株は 3100m2

児童鶴 一 展示ギャラリー, 凶智閲覧室,実習室を持つ｡ 面積規榎は 650In2

体育施設 一 体育館,室内ブール,サ ッカー場,野球場等で構成 されている｡施設面朝は

5150,㌔ ,遊動場は 26,500,㌔｡

暮各住区

地区公民蝕 一 集会室,配本所,閲覧室.展示ギi･ラリー,児童飽 よ9なt)住民の El常生活

利用施設となる串を期待するとしている｡1施設当 Dの面接は 1,610,,tである｡

地区体育施設 - 屋内スポーツや トレーニングを行える体育施設,軟求野球,テニス コー ト

を必 賓 と し施 設 の 面 積 は 4 10'h2; 超勤掛 ま4000m2としている｡
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以上は高蔵寺ニ =1-タウン計軌 研究 ･学園都市計画,南多摩ニ ュータ ウン計融のそれぞれ

における社会教 育施設計画の概要であるO研究 ･学関都市 と南多摩ニ ュータウンとの相異はそ

れぞれの都市居住者層,及び都市性格等の差異に よ()施設の内容,設備程皮に違いかみられ る｡

しかし.他施設 との関連や施設 (系列 )網は研究 ･学園都市計画と南多摩ニュ-タウン計幽と

には,いずれも施設機能を枚合化 させ,住民サイ ドからの施設計画投薬である事が察せられるO

この港北ニュ-タウン計画でも,住民サイ ドからの施設の有()方を検討し施設鍋及 び施設内

音の挺秦をおこなうものとする.

･ 計画目標

･ここで計画すべ き社会文化施設は,港北地区 100万人を対象とし,更に横浜市の社会文化

施設網との馳連の中に,住民の 日常的要求を浦す施設府でなけれはならないO

･中央のセンターーには,港北ニユータウン住民 30万人及び周辺 100万人地域の この都の施

設の中枢的枚能と又住民の製求に対す る高段なサービスをはたす総合施設を考える｡

･各学校群単位では･住区内の末 端施設と中央センターとの中観段階に もう-ヶ所架的施設,

地区センターを考え,Lj:_民の 日常生活上の利用段階を二段 階 とする｡住区内に 設置す る兼端施設

も学校群単位に設ける施設も.いずれも全住民の為めの施設であるが,住区内施設はJ:()主婦 ･

児童 ･老人のための もので,後者は湾少年 ･勤労者屑 のための施設 と言える｡

･住民の社会文化活動は.娘会所,公民館を活用した文化活動のみでなく.中央グリーンベル
■

ト上の教育施設の住民的奴か租極的に行われ,ブール,体育鱒,テニス,バレーコー ト,等の

葛を活用 し,特 に運動不足がちである主婦層のスポーツの場 となる事 を期待 したい.

･住区 円 の 児童公観は中央化に盛リ込 まず住区内に残し.集会所等とも関連させ設ける.

･ 社会文化施設舶

社会文化施設の施設設毘忠鵜は地域住民の生活を純朴

面で盤かにする串にある｡ この意義を支えるためには,

住民の多岐にわたる 日常的要求や,よt)高良な知的響求

等に応える末端施設から中央の総合市民文化 センターまで,

そ れ ぞ れ の 施設間には緊密な連絡か必要となる｡

仙 ′卜 …̀ ' ① 中心地区

Aはt′'- 中心地区には社会文化施設の中枢扱関である総合11lJ民

文化 センターを考える｡総合市民文化 センターの構成 部

門は図番飽,公民館,公会堂,美術館,管理 との 5部 門

事Httt-,- であるo

この外に市民体育館か設乱される串か望ましいO

桓) );j辺地区

各学校群単位の中央.地下鉄駅前やバス停の酌に地区
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センターを設ける. これは社会文化施設のみ0)枚能複合化でなく区役所支所等をも含めた複合

段能0)地殻で文化部門としては陛1書き鮒.公民軸とである｡

各住区o)センターには,主に主婦,児童,老人かEl偏利用す る染会所を酎防するO

児童鮎は中央グ リーン帯上に設置し他 の教育施設と的越を持たせ,児童の学校 ･家庭教育の

ト遍長の%Lとなる｡

･ 中心施設系

① 総合市民文化センター

･図台餌 各学校群単位の中央に配した地区センター-の貸出凶智飽,配本所,小中学校の図

恕室 (敬治センター )等の凶事受入整理を行 うO又 この図書館は横浜市立図書館の分館 として

機能するものとするo

威半数は 25万冊程度 となろ う｡

･公民館 地区センター.娘会所での公民飽活動の中央サービス飯能を持ち, ここから各地区

センターや災会所-指導 員か送られるO又 こ0)施設自身にも老人クラブやその他住民の教育講

座かEI馴僅出来る媒全室を持つ｡

･美術館 主として美術展示か行われ,又常設の出土品や美術展示室も有 し,各種の教養講座

が飽かれる場 も持つ〇

･公会堂 各種の催 し物が朗かれる倭 をステージ付の大 ホールと小ホールを持つ,大ホールで

は コノサー ト等の高級な催 しが出来る設備 を持 ち,又住民 自身の演奏会,演劇や学校の文化祭

にも使われるものとする｡

･その他管理部門とでこの総合 市民文化セ/クーは構成され る｡

以上のような機能郎1;ldたす総合文化施設で描北ニ ュータウン住民0)文化的箪求に応える質的

にも高い越粂空胤を期待す る所である｡

･ 周辺分散施設系

在) 地区センター

･囲む舶 貸出しを主とし,通勤者の利用を考慮して夜間の開館 も行も成日数はあま()期待出

来ねがカー ド予的すれほ,翌 日には準備 されていると言う予約貸出 ./ ステムを取 る｡

･公民餌 この施設も通勤者o)利用を考慮し夜陀Ldの集金量の利用か出来る様に運営する｡

主 として所要量は教養講払 講演が出来る中 .小集会呈となる｡入 口ホールは図台室の前室.

展示ギャラ-としての較能をも加えた市民の談話,憩いの場になる様に計画する.又 このホー

ルの一部には区役所支所の窓口や,相談室等を計画し,畳夜を問わず地域住民の コミュニケー

ソヨン0)核 となる城にしたい(､この他こ0)地区センターには,地区保健センタ- (老人.母子

の健康管理を行う )も含まれる｡
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M 研究 ･学園都市 市民文化セン ター

公会堂,図番館,博

物館,公民館,等を

含む｡

市民文化 セン ター壮

中心地区 2住区

(30.000人/住)の地区

公民館の内容をもつ .

lV 南多摩 ニ A -タウン ･ 中心施設

:公会堂,図番飽,悼

物館,公民館,児塵

館,体育施設等を含

･CKN)̂ む｡

地区公民館

配本所,図番壷, 集

会室,展示ギ ,ラリ

I,児童館,体育施

設等 を含む｡

駅前 vE

僚出図書館をお く｡
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蕗 - 溶 Ⅰゆ 怯 奄 ○ 開 幕 叶 奄

表 各表れ ヒ地 殻 t汁 画公 金 盈 【』 廿 かー 1呼 物 館 公 民 郎 児 流 51Jt 娘 会 所 国:むが 分 塾 体 育 施 設

千 里 丘 陵住 宅 地人口15nOOÔ1 0 1地役当り人口 .戸数 I,000-1,400戸5000̂ 4,000-8000戸2nOO0人-38000人

規 供

敷地1.5La 圏 域

高 蔵 寺ニ 1-クウ/人口85.000教地 850 1施設当り人口 .戸数 市立図番地の分館として全地域Klつ (セ/メ-I (七ンク-) (′｣リ 500戸(大)1,DOO戸 ､＼

規 供 施般面積(大) 30077lJ ＼/

回せ保有丑座席数 200怖 l 図な配本所 を含む <
敵 城 ト ＼

～ l施設当 り人口 .戸政 市民文化センター敷地 Q8544(但 し広軌 バーキyタを含まず ) 各々 1ヶ所(計'Z)30.000人∧伐茎㈹公地 lCSTiれる内舶 れる研究.子蘭都 全地域対染 ;施設面株 (管理部 2.500.jn'を含む )818 0m'

規 供 地殻面棟I,130秒 - 施設両横5000 施設面凍 施設南棟

人口155600敷地 3.300▲a 施設面鎌a100茄一 施設面攻1.600秒一 施設面耕800耕一 地股両横1.4600Ll

図番保有丑_ユ且旦J辺且臥_座席数 120席 回想保有丑画房.~~す~す~席-

圏 域 500n 2.000m

南 多 輝ニ 1-タウン 1滴股当 り人口 .戸数 榊公飽 こ含すわる休)ノ証紙把含執 る 7tれる 中心施設

規 映 施股面横Bloom. 施設面横9930雅一 施設面横1.130秒 地殻面鎌 施!'t両統 地役面横 地紋両横1.610m !施設両横120m 施設面積

人 口敷地( 800-.- i又 650nJ 瓦150nJ

25qOOO冊 _且旦(迫二姐些迫乱座席 20腐 退助場26500n一



6- 社会福施施設

〇 枚 じめに

せず先例の高蔵寺 ニユータウン,研 兜･学 園都市,南多摩 ニュー ク ウ

と次の通 Dである｡

介柄杏略戟め莱提めでン

¢) 高蔵寺 ニュー タウン

1) 保育所 -幼稚園 と保育所を分離 し3才未満の乳幼児 のみを扱い,小学校 ･幼稚園に隣

置 して,パー トタイム託児 を行 うとしてい る0

2)老 人施設 一老人 ホーム (ディホス ピタルを兼 ねる )老人住宅 (老夫婦 であ 9,老夫婦

供が ニュー タウ/に入居 してい る,を原則 としている )

3) 特殊学校 一主 として地域内の需嬰に対す る精薄児 ･盲 ろ うあ児 ･肢体不 自由児が 対象

(少 研究学園都市

i) 福祉 センター -関係行政機関等の連絡調整を行 う中枢的施設

2) 保育所 1 .5才児 を全 て幼稚園, 0- 4才児 の託児嬰求施設 とし(

イム保育 も行 う

3) 乳児院 10-4才児 の昼夜託児 (ノく- トタイム託児 )

4) ボ ケ ーシ ョナル ･リ- ビリテー ンヨン ･センター

5) 老人施設 一老人ホーム

ー老人 クラフ

ーナ-シンクホーム

~老人用住宅

~老人 ユニ ット(病院 )

-デ ィホス ピタ)L/

等の施設が提案 されでいる｡

G=3〕 南多摩 -ユ-タウン

1) 地域社会福祉 センタ- 一関係わ瀬関の感銘調整 と社会福祉 の中枢施設

2) 幼児施設 (一元化の促進 )

保育所 (幼稚園 と械能,分担の明確化, 3才未満の乳児は乳児保 育所,

立公

叶:Iて坐紘上以才nd

としてい る )

乳児院 (昼夜保育を必要 とする乳幼児の託児 )

学童保育 (E1- 5才児 の苛保育児 とともに/ト学校 1,2年の児童の保育を行 う)

児童館 (/j＼学 3年以上 )

Fi) 老人施設 一基本的には老人 ホームより老人住宅 をといった観点に立 ち提案 を してい る

-老人専用住宅 -全老人 の20多を専用住宅に住 まわせ る

-老人福祉 センター

ー56-
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計画 目標

-老人ホーム

-老人 クラブ (老人福祉 センターと住区公民館の活用 )

一社会福祉施設をそのJjd設の性格上次の通 b分類する

精神又は身体に障害 のあるものの施設

措置児等社会的障害 あるものの施設

精神に障害 あるものの施設は,現在の施設 では精薄者 (児 )施設,重症心身障害児 (者 )施設

であり,身体に障害 あるものの施設は,肢体不 自由者 (児 )施設等 である

-これらの施設が今 7tでは,収容施設的性格が碑 く,病院 とか 1)- ビリティー ンヨン施設 との関盛

が蒋かったが今后は,これ ら障害者に対 して も医療面 での新 らしい打開が必零 となるのでこれ

ら施設の建設の場所 と して病院に隣接 してい ることが必賓 である

一施設設置VZ:あたっては G)夫 々の施設がLへろいろな機 能 を含む場合 とは)夫 々が専門分化す る場合

とが考え られるが今后は,専門分化 して夫 々が機能分趣す ることが よか ろ う

-ここで児童生徒 の特殊学級が問題 となる

本地区の場合 には 7つの地区 に特殊学級を併設するか全域に養護学校 を設置す るかが問題 とな

るが,これ ら精神薄弱身体障害の児童生徒のための施設の充実をはか bたい

-措置児 などの社会的障害の ある者の施設 としては,乳幼児を対象 とす る保育所 と老人のため

の施設,例えば老人住宅の充実をはか bたい

･ 社会福祉施設網

この種の施設 の中には, この港 北ニュー タウンの性格 (港北地域 1.000.000人の頓 )によD,

規模内容がかなb左右されるものが考え られ るO まず ニュータウン内の需要のみ を沸す施設 と,

周辺 ]00万地域 を考慮す る施設 として分けられよう｡又更にこの種の施設がサービスする階層,
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乳幼児期,学童期,老令期 とも重ねて施設を考えて行 きたいo

(カ 社会福祉 セ/メ-

この施設はすでに研究学園,南多摩 でも提案されてお bとくに日新 らしい提案 とは言えめが是

非設置 したい施設 である

施設の内容 と規模

1) 現在の役所のセク ト主義機構の中での福祉行政審美の閃難さの潤括油的存在 として

2)社会福祉の各施設 と医療機関等 との関連械開聞の超絶調整をスムーズに行 う場 として

3) 各種住民の相談械関 (老人福祉,児童福祉,身体障害,生活相談.職業相談 )

以上のような性格 と内容の福祉施設の中枢施設 として考える○

施設の位置は広域対象 (100万 )施設であるので交通便利で中央緑地内,地域総合病院に近

い比較的静か在所 としたh o

檀) 乳幼児施設

1) 保育所

教育施設の幼稚園の項で述べた如 く,保育所 と幼稚園 とは法律的にも明確に区別されてお D,

ここでは現在の幼稚園 と保育所の混同を改 め,%れぞれの械能に即 した分超をはか bたい もので

ある〇即ち幼稚園はあくまでも幼児教育施設 として又保育所は家庭保育の不充分な乳幼児の家

庭の延長の施設 として考えるo

幼稚園の項 で述べた如 く5才児.4才児 とも100啓近 くが幼稚教育が望まれてかD,この保

育所が果す役割は 0- 3才児の乳幼児の保育 と,幼稚園児の 3- 5才児 と′｣､学校 1,2年生の

時間后の保育 となろ う○

｢大規模団地の教育施設の供給 に関する研究 ｣によれば,有職主婦者は年 々増加 しているo

(表-主婦の職英 と子供の有無参照 )

※ 1 表 主婦の職業 と子供の有無 (1000戸中の人数 )

6 0 年 6 5 年

有 磯 無 職 計 有 職 無 職 計

子 供 の な い 主 婦 150 226 376 28 188 156

子 供 の あ る主 婦 4.0 584 624. 52 792 844

計 190 810(1000円 80 920 .1000

又有職主婦の内乳幼児のある母親の数は 1000戸の団地の場合 36人いる○ この値は託児を



表 乳幼児のある母 (1000戸中の人数 )

有 敬 無 職 計

1960 18 454 472

1965 36 553 589

のある母親の内,有城者を保育所児,無准看を幼稚園児の母 と考えると,同年令児100

児施設を経 過 す る場 合 ,この内 6啓が保育所必要児 とい うことになる

洋の0-5才児の総数 5,200人, その内の 6車は 312L̂ ,､.学童 (6,7才 )の保育を

と100人増 しの 410人 となる｡

D規模は 120人前后 として, 6- 9クラスとなろ う

洋には4施設,港北 ニュ-タウン全体に28施設 と考え られる

位置 としては,母親が通勤に通 る所 とか,マーケット,診療所の近辺 ,駅 の 近 くが エ

幼稚園と網的には重ね配置する必要があるO でないと械能の混合が起 る事になろ う｡

｢大規模団地の教育施設の供給に関する研究 ｣一吉武春水 よb

院人で気病や

所

業 中といった,昼夜保育を必要 とする乳児を預 る施設である｡位置

中心に近 く全域サービスを考えるOここには専門の′J､児科医を置 く事が要求され ようO施設

に之施設 で,高度水準の乳児託児を目的 とするO経営全体は私立で/i- トタイム託児

又入院するまでもない軽 疾患の乳幼児の託児 も行 う.

住宅地計画における老人施設 に対する提案 をみると,千里丘 陵住宅地,高蔵寺ニュ

兜 ･学園都市,南多摩 ニュ-タウンと計画時点が下 る忙つれ,社会福祉施設の提罵

られ,その中でとくに老人施設の提案 に対する検討は ウエイ トが増 して来ているO

の 低下 と平均寿命の延長による老令人口の増加とい う事や,家 族 制 度 の核 化 現

しての-Sでもあb今 日社会問題 として も大 きくクローズアップされているところ苛.

吹 していると言える.

では老人のための施設 といえば老人ホームと社会 とは切 り離された扱いがなされて来

今后は この老令人口の増加等や核家族化 と言 う事をも考慮 し,老人住宅や老人

のめた 住宅を計画住宅地の中に積極的に取 9いれ.今 日までの年令構成の上で偏

た住宅地 (団地 )開発 を反省 しこの港北ニュータウン建設 では,人口構成の均衡の取

範 と したho
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秦- 老令人口比婁推計 (厚生省人口間蓮研究所の推計 )

1965年 1980年 1990年 2000年

各国に於ける老令人口の割合 (60才以上 )

日 本 (1961) 90%

イ ギ リス (ユ959) 16_8

デ ンマ ー ク (1956) 14_7

ス エ ーフ~ニ/ (1958) 15.4

ス イ ス (1959) 15.1

フ アン′ス (1959) 16.6

ア メ リカ (1959) 12_?

表 一老令人 口比率推計 (表一各国に於け る老令人口の割合 )より我国では,欧米の比率 に せ

差があるが厚生省の人口問題研究所の推計 では 1980年 には 9.I葬a0O0年には 14･5

と予測されていaoこの港北ニュ- ダウ/では将来 この ような人口構成にも対処できることを

標 としたい｡

表 横浜市高令者の年次別人E](横浜市地域医療開発に関す る答申啓一横浜市医師会 )

総 人 口 高令薯 (65才以上 )
実 数 比 率

昭 和 40年 】,78.8,915 75,lB4. 4.Z%

4ユ 1,85977之 79,970 4_3

42 1,94.5,27a 89,482 4.6

43 2,004747 98,279 4.8

44 2,】33,000 104,517 4.9

4-5 2,之230∩0 l13,373 5.1

･16 a,306,00n 119,912 5_2

47 2,39],000 】29,114 5.4

48 a,616,834 14.3,926 5_5

49 a,708,000 157,064 5.8

50 2,803,000 168,180 6.0

T
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横浜市医師会の横浜市地域医療開発 に関す る答申書では前表の ように推計 してい

50年の 6.0虜とも加味すれば,港北 ニュータウンに於け る老令人口比審紘6.0

るのが適当と推定され るo地 域 人 口 を 350.0一一0人 とすれば地域全体では ]

a8,000人 と言 うことになるO

日 本 イ ギ リ ス

全 国 大 都 市 全 国 ロ ン ドy

単身又は老夫婦のみ 12.0啓 18.2多 48多 54多

警筒喜び未婚 の子 供 81.6 76.0 40 38

そ の 他 と 同 居 6.4 5_8 18 8

詮 Elr 本-1960年厚生省

イギ リス- 19 5】センサスとBATHNAL GREEN一地区に対す るTOWI

塞 (1954- 1955)

- これ ら老人の居住形 態をみ ると上表の通 Dで 日本は イギ リスに比べて核家族化

ないで現在老人は 8割程度が同居 しているOしかし全国平均.と大都市の差は,住宅

てつだつて序 々に核家族の増加傾向 をほのめかす もの と解釈 出来 る○前述の老^

北ニュータウンで ユ8.000- 乏8,0∩0人 とすれば大変大 きな問題 となろ う○

の老人達に老人専用住宅 を用意する とすれば 1800- 8800戸 となるo これ

80.000- 100.000戸の 3多に相当す るo

又これと同時に老人が同居出来 る様 な住宅の建設 も考 え,老人ホ-ム等の施設へ

は般后の手段 と したいO 社会福祉 の進ん でいるス エ-テン,デンマークでさえ施

る老人は 5多に満たない と言 う事 であるo イギ リスでは実 に低 く1- 2啓程度 と

どが老人のみか,家族 と同 居 と言 う形 態 で生活 している○

-上述の老人が居住すればそのための施設 として声 人福祉 センタ-,老人 ク ラブ

とか医療サ- ビスの面で も配慮せねばな らない.

-老人福祉センター 施設位置 としては前述 した社会福祉 七/クーに併設 させ るo

生活相談,健康相談 , あるいは職業の斡旋 も行い,そ の他関係機関 との連絡調整

-所要童 として吐娯楽 ,談話室 (和室 ).集会室 (和室 ),食堂,俗気 それに

サービ ス諸室 となろ うo規模は 2.000m1番慶 となろ う.勿論 この施設は広域 を:

一老人クラブ これはどの住宅計画 でも取上げ られてい るものであ D,老人達が 自

る粗放であるo会合が持たれる場所は,集合所 ,公民館 ,及 び上述の老人福祉 七

ある○ とくに注意 され るべ きことは集合所,公民館に老人遠が場を持 てる部屋 を

事である○

るが この昭和

～80蕗とみ

8,000′-

施設に入ってい

言われほ とん

,老人ホーム

械能 としては,

磐 をお こな う｡

相談室 と管理

対象 とする｡

主的忙運営ナ

ン クー等 々で

計画に含 める
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一老人ホ~ム この施設の利用は前述 した よう忙殺后の手段 とし,対象 としては主に,病気が

とか床 につ きっき りとか言った状態の老人を考える

秦-高合着の健康状態 (厚生省高合着実態調査 F'ri和 38年 )

総 数 男 女

総 数 100.0 100.0 100.0

元 気 63.8 66.0 62.0

あま り元気でない 18.8 16,6 20.5

弱い,病 気 が ち ll.8 ll.4 12.2

上表一高合者の健康状態は,教科 としては古いが,値 としては 17- 18多の人が対象とh

尊になるO

秦-別居老人の住居 についての意向 (厚生省,高令者実態調査 昭和 38年 )

老人ホーム 老 人 住 宅 自 宅 不 詳 計

叉上表 -別居老人の住居についての意向調査では別居を希望する老人の円,

人ホームへの入所を希望 している｡

表一総理府統計局の世論調査

同居がよい 59多

別居が よい 31帝

この 2つの表か ら約 3解程度の希望者

一港北ニュータウン計画では (南多摩ニー-クワ /計画で 1車とイギ リスの値 を収

- 3啓と幅のある値を取 る卜 とす ると対象者数は 200-800人となる｡広域を対象

ば もっ と数 を増すが,港北ニュータウン外の人に対 しては併設する リ- ビT)テーシ ョン

産施設 を開放 とする｡ 勿論港北ニュ-タウンに在住する老人にも開かれたものであD,

を通 じ施設外の老人 との交流をはか 9,地域社会-の盛 りとなる場 としたい｡

施設数及び規模

この計画区域内には4.00人収容の施設を考えその他は地域外に設置される施設利用 とする

施設規模は 30,㌔/人とす ると1200010.数地面槙は 25,000mJ程度 となろ うO施設位置 と

ては静かを所で交通 も比較的便利な地域総合病院 との関連あるところとしたい｡
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図 各住宅地の社会福祉施設計画

老人ホ ームはデイホ

ス ピタル的なもの とす

る｡

老人住宅は各住宅群

に建設す る｡

精薄児 ･言 ･ろ うち

児 ･倣体不 自由児の特

殊学校 を 1枚設置す る

必要が ある｡

大保育所 セ ンターは

作 らない｡

保育所は小学校 に対

応 して作 る｡

市部顔学究 ･0-4オ託児は保育

(5,000-6.00-)0.帆 ) 施設で

-63-

学童保 育は児童蕗で

行 な う｡

保育所は 2小学校に

1ヶ所の ところ もあるO

乳児院は中央に 1-

2ヶ所設け る｡

老人 ホ ームは完成時

に 1ケqr,将来 は 2ヶ

所の予定｡



住区

-641

地域社会福祉セ/ター

老人福利センタ-

乳児院は全体で 1-

2ヶ所

専門 り- ビ リテ

ヲ ン病院 (3O

老人 クラブは,

公民館内 と老人

(14,000-16,000人) セ / タ -内 に用

老人ホ ームは全

1ヶ所 とし簡単

- ビ リテ - シ ,

設備 を備える｡



) - '● リー ト弓･･ l̂ l

表 各住宅地か社会福祉施設計画 (特集学蔽他 )

1施設当人口 ,戸数 出現事ヰ 児 丑 . 生 徒 数 故 地 地殻両横 1施設当人ロ 一戸故 出現率弟 児 並 . 生 徒 数 求 施設面研児 走 生 徒 児 童 生 徒

千 里丘 陵 住 宅 地

高 蔵 寺ニ >- タウン 乙12 '208̂ 102人

研 究学 園 都 市 2 270人 135人

(注 ) 講談寺には用稚児 ろうあ児 肢体不自由児などの特殊学校が必質｡

育 .ろ う 学 校 学 級

1 施設 当人口 .戸数 出現率ヰ 児 並 .生 徒 数 敷 地 施設面横 1施設当人ロ .戸敢 出現第% 児 童 .生 徒 数 故 地 施設面棟児 丑 生 徒 児 童 生 徒

千 里丘 便 住 宅 地 .

高 革 寺ニユ-/タ ウン u38 37̂ 18人 lJろう Ql4414 14人14人 6人6人

研 究 特殊J4校が u67 90人 45人 4359m' l∃ uO7 9人 5人
学 園 都 市 二千一必寧 (9学級 ) (5学級 ) (学校 ) ろう Q18 18人 9人

南 多 摩 .ニ 1- タ ウンl K.1n19 110人(11*&) 48人(54*) 言 う 顎 2F 8035u136 114人(22誉誓 え(3芋版 ) 5人(lSa)ll.8人(2Sa)

韻 1 布等部を含めた最低 15学級の施設が必零である.

之 多輝では必ず7th｡



表 各住宅地の社会福祉施設計画 (保育所 )

Efl地 住 区 規 模 保 育 所
1 施 設 当 り人 口 . 戸 赦 幼 児 峯 幼 児 赦 適 所 F巨船 1 施 設 当 bク ラ ス 赦 赦 地 面 横 施 設 面 耕 経 営 主 体

千 里丘 陵 住 宅地 近隣分区1,000-1,400戸5.000人近隣住区10.000人

高 蔵 寺ニ 1-タウン 1200-I,800戸(′｣､学校区 )I.000戸(託児所 ) 3才未満の保育4%(1.00.FW Lて ,雲讐 ?:孟on26̂ (-180人 公立又壮法 人 立

研究 一挙願書肺 (プ ロ 'ク規快 )周辺 lQOO0-5000人 5,000ノ人㌣I,0000人(保育所 ) 】 60-120人l 一版地区 3DOOm 公 立150000～ 中心地 500の周辺地区 lKTD (公民館含 ) 私 立

j三 JR 亡ヒ4･仙●+lTdl了の 2+ 包 ま買 気卜糠 教 書十(-Al( 蕃 ^ 触 ut･伽 1



改 各 旺宅 地 号十歯 の 社 会 相 祉施 扱 き十血 (老 人 施 政他 )

社 会 ( 地 域 ) 柵 祉 セ ン タ - 老 人 碑 用 住 宅

1施設当b人口 .戸数 施 設 数 収 容 人 魚 激 地面 棟 地 役面 棟 1施設当 b人口 .戸数 施 設 数 収 容 人 員 敦 地 面 桝 地 殻面 梼

千里 丘 陵 旺宅 地 < nJ 巧■ 人 qJ ク花J

高 蔵 寺- 1 - タ ウ ン I･｢般陰毛群の中に専用のものを股ける

研 究 学 園 都 市 150.000人 1中心地区 1.000 1,500

南 多 摩ニ ュ ー タ ウ ン 300,000人 1中心地区 2.000 金蔓.∧の20弟を住まわせる15.000人の住区だと80戸 質

老 人 福 祉 セ ン タ - 老 人 ホ ー ム

1施設当り人口 .戸数 施 枚 数 収 容 人 員 教 地 面 横 地 役 面 積 1鬼没当9人口.戸数 施 設 数 収 容 人 員 祭 地 面 横 施 設面 疎

人 W 27;I 人 mJ クが

･デ ノホスピタルを兼ねたものを1つ1

150,000人 1中心地区 3,000 1,500 全を令人口のI.7弟を対象75,000人 2 601990年では全体で125人 2.000 1.800

300,000人 1中心地区 3,000 1,500 150,000～～300.000 (全老令人口の 1帝を収容 )1-2 60(将米4カ所 ) (6全o竺72は.) 2.000 1.800(30叫/人 )



老 人 ク ラ ブ

1施設当b人口 .戸数 施 設 数 収 容 人 員 敷 地 面 積 施 設 両 横 1施設当b人口 .戸数 施 設 数 収 容 人 員 敏 也 面 積 施 設 面 積

千 里 丘 陵 住宅 地 人 mJ クが 人 ml 仰

高 蔵 寺ニ ユ - タ ウ ン

研 究 学 園都 市 ･老人の30帝が参加する040クラブ必要○ 20.-30地区公民館に専用室を設ける○ 100(短期+長期) 35,000 _7,000

南 多 摩 ･老人福祉センクーと住区の公民館内に場 40.-50(民伴内の ･脳性マヒ児のものを示す 1-2.-3 25

1施設当17人口 .戸数 施 設 数 収 容 人 員 教 地 面 横 施 設 面 棟

人 ク符J 7花1

･土浦 との中間に (出現数 )

1施設必要と在るI 150-ZOO人

ー 内 rlrト か 0



特殊教育施設

特殊教育施設 について今 Tiでの各住宅地計画 に於 ける提案 をみ ると次の よ うになる卜

高蔵寺 ニュ-タウン 計 画 で は 特 殊 学 級 を 作 る よ b7fとめて特殊学校の提案を してい

甥由 として教員 の問題,一般 児童 との生活差,措置児が多い,ス ク ールバスの使用等 を上げ

る｡

多摩ニュ ータウンでは人 口30万人 に対 して次の通 り算 出してい るO

精神薄弱児養護学校

児童 .生徒数 必 要 学 級 数

/J＼ 学 部 特 殊 学 級 583人 39
特 殊 学 校 65人 7

中 学 部 特 殊 学 級 257人 18

注 1. 出現率 2%, 特殊学校 10%,特殊学級 90%

肢体不 自由児養承学校

l 児童 .生徒数 必 要 学 級

小 学 部 110人 ll

注 1.出現率 特殊学校 A14%,特殊学級 ao5%

盲学校. ろ う学校, 病弱 ･虚弱車識学校は必要な しとしてV,る.

下 のこの種 の施設現況 を示せば次の表の如 くと在るO

表一 神 奈川県 特殊教育施設 (文部省 特殊教育資料 昭利 41年 )

盲 学 校 懲 学 校 l 草 薙 学 校

精 神 薄 弱 肢体不 自由 病 弱 .虚 弱

幼 ′｣＼ 中 高 幼 /｣､ 中 高 幼 ′J＼ 中 高 /J＼ 早 高 幼 /J＼ 中 高

稚 学 学 等 椎 学 学 等 稚 学 学 等 学 学 等 稚 学 学 等
部 部 部 部 那 那 部 部 部 部 部 部 部 部 部 部 部 部 那

-69-



秦- 神剰 "県精神薄弱特殊学級計画設置状況および'充足率 (文部省 特殊教育資料昭和41年)

l 既設学級数 計画設置すべき学概数 rAl 計画設置該当学級数 (B) 不足数 rA-Bー 充 足率 (B/Aー ■fi=辛■

一 一･j1 中 計 ｣＼ l 中 計 ′J､ 中 計 1′j＼ 中 計 ･｣､ 一 中 計

･可 87 J196 156 156 312 104 82.,186 52 74 126 67 巨 3 60

表 特 殊 学 校 (昭和 43年 )

校 名 r【 所 在 地r 】 生 徒 数 学 級

市立盲学校 神奈川区松見町 1-27 'it. 60高 65 125 ll10 21

市立ろ う学校 保土ヶ谷区常解台 144 幼 31′J､中 115高 39 185 4175 26

市立萄萄学校 戸塚 区二 ツ橋 470 ′｣､中 59 59 6 6

表 横 浜 市特 殊 学 級 併 設 校 一 覧 (小 学 校 1 (昭和 43年 )

○ 精神薄弱特殊学級を有する｢

◎ 言語障害特殊学級 //

△ 難視燈讐指導特別教皇

区 i 名 称 所 在 地 生 徒 数 挙 級 数

鶴 見 i 生 麦 生茨4-15-1 18(1,2OOー 9(31ー ○
櫻 岡 鶴見町384 10(1,477ー 1(35ー ○

下 野 谷 下野谷2-49 16(1,0851 2(29l ○

下 末 吉 下末書町788 17(383ー 2(14) ○

計 4(18) 61(l.898) 7(■478ー

当 神 奈 川 神奈Hl通 り5-137 5(559ー 1(18ー ○

子 安 新子安 1-25-1 ll(1.453) 1(Sワl ○

浦 島 浦島丘 16 29(1,226ー 2(31l ○

三 沢 8(1,521) 1(36ー ○

秦- 神剰 "県精神薄弱特殊学級計画設置状況および'充足率 (文部省 特殊教育資料昭和41年)
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下 野 谷 下野谷2-49 16(1,0851 2(29l ○

下 末 吉 下末書町788 17(383ー 2(14) ○

計 4(18) 61(l.898) 7(■478ー
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F)

]1 区 名 称 所 在 地 生 徒 数 享

神 奈 川 幸 ヶ 谷 幸ヶ谷 16 32(654ー 3(21ー ◎
計 5(151 85(15.286ー 8〔392)

西 西 前 中央 2-27-7 10(1.195ー I(31ー ○
戸 部 伊勢町 2-115 13(877ー 1r24ー ○

東 東ヶ丘 59 49(695l 5(23ー ()∠ゝ

吾十 3(~9) 72(8899ー 7(229ー

辛 北 方 諏訪町 29 12(1.163) 1(29ー ○

大 島 本牧町 1-251 10(1.358) 1(34ー ○

計 2(7) 22(a339ー 2(2OO l

南 石 川 中村町 1-66 16(1.315l 2(33) ○

南 吉 田 高根町 2-14 22(1.384ー 2(36) ○

南 太 田 南太EF町 2-12O 9(1.166ー 1(31) ○

蒔 田 蒔 田町 1020 10(1,265ー 1(18O) ○

中 村 中村町 4-221 37(l1,088) 3(■27) ○

計 5(20ー 106(21.700) 19(538)

保 土 谷 保 土 谷 月見台 288 19ぐ626ー 2(20) (⊃
川 底 川島町 880 10(1.361) 1(32) ○

白 根 白根町 1370 10(1.212) 1(31ー ○

椎 子 天王町 2-87 9(478) 1(13ー ○

計 4〔24ー 48(2a908l 5(581ー

恵 子 銀 子 久木町 11 8(900ー 1r23ー ○

計 1(9ー 8(a656ー 1(217ー

金 沢 金 ~沢 町屋町 161 20(826ー 2(23ー ○

計 1r8ー 20(&589ー 2(175ー

港 北 中 山 中山町 95 10(1.222ー 1(30ー ○山 内 元石川町 2()79 7(515) 1(14) ○

菊 名 菊名 15(975l 1(25ー ○

計 3(28) 32(22.785ー 3(576)



区 負 .柿 所 在 地 生 徒 数 挙 級 数

戸 塚 原 阿久和町3400 31(722ー 3(22ー ○
三 ツ 土尭 三 ツ境 157 18(876) 2(24) ○

計 3(~23ー 62(22,153ー 6(561ー

表 横浜市 特殊学級の収容児童 比率

出 現 奉 出 現 率

表 横 浜 市 特 殊 学 級 併 設 一 覧 (中学 校 1 (昭和 43年 1

区 名 称 所 在 地 ll 生 徒 数 学 級 数

鶴 見 区 潮 田 向井町3-180 18(943ー 2ぐ24)
兼 吉 下末吉町 66 9(I,102ー 1(26)

鶴 見 他見町 1253 24(651) 日 92)

矢 向 矢向 1-8-24 10(672) 1(17ー

計 4 61 6
(8) 〔て494) rl86)

神 奈 川 浦 島 ケ丘 白幡東町 17 13(1,190) 3(32ー
栗 田 谷 栗田谷 7 16(964) 2(25ー

六 角 橋 六角橋 5-33-1 13(1.101) 1(27)

計 3 62 6
(6) (6064 ) (.151ー

西 岡 野 岡野 2-ー4-1 8(589) 1(15)
西 9(612ー 1(ll)

岩 井 原 保土谷区岩井町308 12(929) 1(23ー

計 3 29 3
〔5■) 〔3.815 ー (96ー

辛 港 山下町241 13(714 ー 1(19)
吉 田 羽衣町 3-84 8(662ー 1(17ー

大 島 本牧町 4-970 6〔921ー 1(2 3ー

計 3 27 8
(5) (a468 ) (88ー
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区 名 称 l 所 在 地 生 徒 数 学 級 敦

甫 平 楽 平楽 1 16(1,022) 2(27)

蒔 田 花之木町 2-45 18(1.097) 2(■27)

計 3 45 5
(7) (8.055ー (194)

保 土 ヶ谷 保 土 ヶ谷 釜台町 86 10〔1.251ー 1(31ー

宮 田 宮田町 1-100 19(768) 9(2～0)

計 2 29 3
(7) (&948) (215)

成 子 根 岸 西町 17-13 6(386ー 1(10)

岡 村 岡村 354 10(909) 1(22)

計 2 16 2
(3〕 (aoO3ー (727

金 沢 金 沢 釜利谷町443 18(l,197ー 2(30ー

六 浦 六浦町 4017 30ぐ650ー 2(17)

計 2 48 4
(4) (aO97) (781

港 北 葛β 田 池辺町 2818 8(495ー 1(14)

中 川 大棚町 240 16〔359) 2(12)

中 山 中山町 925 20(591) 2(16ー

谷 本 10〔555ー 1(15ー

大 網 大尾町 611 9吋1,73Ol 1(41ー

吾I 5 63 7
(ll) (7784ー (199)

戸 壊 岡 津 岡津町 2346 10(425ー 1(ll )

戸 塚 戸塚町 4542 19(1.46O) 2(35)

原 阿久和町 4122 24(675ー 2(18)

舞 岡 舞岡町 226 ll(791ー I(20)

吾† 4 64 5
(9) (7999ー (194)

捉 吾十 31 444 44
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一 昭和 43年 の ｢横浜市都市調査資料集 ｣に よれば現在横浜市 の小学校 に次の様 に特殊学級

が併設 されているO市全域 の161小学校の円,31学校に特殊学級が併設 され, その31校中に言語

障害特殊学級 を持つのが 1枚 知徳障害指導特別教皇 を持 つ ものが 1校で,残 る29校 は精神薄

弱児特殊学級 を持つ もの であるO収容 されてい る児童 は 157302人中, 516人 でn329

虜である｡ これ を東京都 の精神薄弱特殊学級 に収容 されてい る児童 の削合 1.249多に比戟す

れ ば大変小 さ叫 直で あるO これはまだまだ施設が少なく,普通学級 に混入 されて教育 を受けてLh

る児童が多 くいる事を示 していると云える｡東京都の値 で試算すれば約 1.970人,学級数にし

て 200近 くの特殊学級が必要 となる｡

中学校 では総 数 65校Ff:約半数近い 31校 に特殊学級が併設 されてい る｡生徒比率ではu745

帝で′ト学校の0329%に比べれば倍 の値 だが, 前述の東京都 1232啓 とは開きがある｡東

京都の出現率 で試第すれば精神薄弱特殊学級生徒数は 59.727XOO1232≒740 と云 う値

とな り,学級数 にすれば 74学級必要 と云 う事になろ う｡

4 1年の文部省調査に比べれば′ト中 とも特殊学級の増設 は うかがえ るがまだ淫だ不足 と云える｡

一 以 上は主 に稽 神薄弱児について述べ て来た机 そ の他の障害児に対 しては ど うであろ うか.

上記 の ｢横浜市都市調査 資料集 ｣によれば盲学校 1, ろ う学校 1,養護学校 1である｡

港 北地区人口 100万 を対象 とし, この種の施設 の立地 を考えれば, 次の様 な施設が必要 と在

るo ここでも出現率は東京都 の出現率 を使用 している｡又児童比客 は横浜市全域の昭和 40年

国調の 6- 14才, 12.4感を使用すれば 100万地域 の児童生徒 (6- 14才 )総数は

124,000人 となる｡その内の何 らかの障害のある児童生徒 の数 は約 3,800人,その内訳は

下表に示す もの とそるO

表 港北 1,00q00O地域 心身障害児推計値

(良-14才)

】 特 殊 学 校 特 殊 学 級

翠 .児盤 .生徒数 翠 児童 .生徒数

禍 党 障 害 ヰ 人 i 人Q O18 22 8024 30

聴.一党 障 害 8058 72 nO18 22

肢 体 不 自 由 0.046 57 0.015 18

精 神 薄 弱 8168 210 2.481 3,100

病 虚 窮 8101 140 uO57 70

言 語 障 害 nOO4 5 8046 57

計 506 3.297
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この内視覚障害児の施設は比較的近い神奈川区に市立盲学校があ りこの施設利用 を考えるとし

その他のろ う学校,奉護学校 (肢体,精薄 1, 及び病虚弱児の施設は考える必要がある｡

但 し虚弱奉絹学校については別の環境の よいところの方が適 してい よう｡

- それぞれの心身障害 児の算定にあた り,文部省 と東京都の出現率について列記すれば次の

値 とな り,両者にはかを わの差異がみ られるo

表 心 身 障 害 児 他 現 寒

都 教 委 (昭和 40年 ) 文 部 省(昭和41年 ) 京 都 府計 特 殊 学 校 i特殊 学 級

視 覚 障 害 車 車 i i 車nO42 8018 nO24 no† 8082

聴 覚 障 書 0.076 0.058 0.018 0.13 0.086

肢 体 不 自 由 nO61 nO46 nO15 n34 n196

精 神 薄 弱 小 1.335 8086 1.249 4,25
中 1.314 0.082 1.232

病 虚 窮 8158 8101 0.057 n127

この港北 では東京都教育庁の新 しい出現率を採用 し試算すれば次の表の値 とそるo

表 港 北 ニ ュ ー タ ウ ン の 心 身 障 害 児 推 計

肖 出 現 率A特 殊 学 校B特 殊 学 級 ? 児 童 生 徒 数 1必要 学 級 数

視 覚 障 害 iA n018 ′j＼ A特 殊 学 校 7 rl)
B特 殊 学 級 9 (1)

BG024 中 A 4 (1ー
ち 5 rl)

聴 覚 障 害 Aa058 ′ト A 22 (2)
B 7 (1)

BnO18 中 A ll (2)
ち 4 (1)

肢 体 不 自 由 AO.046 ′｣＼ A 18 2
B 6 1

BO,015 中 A 9 1
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l臼 望特 設 学 芸B特 殊 学 級 児 童 生徒 数 必 要 学 級数

精 神 薄 弱 AO.086%Bl.249 小 A特 殊 学 校 33 4

B特 殊 学 級 480 50

AO.082Bl.232 午 A 16 2B 236 24

病 虚 弱 AO.101 ′｣､ A 36 (4)
ち 22 (3)

BO.057 中 A 18 (2)
B ll (2)

言 語 障 害 AO.004 /J＼ A 2 (1)
B 18 2

BO_046 中 A 1 (1)

上記の算定に従えば,精神薄弱の特殊学級が/j＼学校 4只 0人. 48クラス, 中学校 236人

24クラスと云 う数 値 と在るo これは各学校に特殊学級 1学級併設 と云 う値に走る0

-- 前述 した 】00万地域の特殊学校 (通学施設 lの立地を考えれば, この港北 - ユ-タウン

内に次の様を施設 を積極的に設けるべ きと考える卜

の 精神薄弱 児養護学校 1校

収容児童 (′｣＼･中 ) 100人 10ク ラス

② 肢体不自由児薙讃学校 1校

収容児童 (/｣､･中 ) 60人 6クラス

③ ろ う学校 (小 ･中 ) 70人 7ク ラス

それぞれの施設位置は緑道上で交通の便利75:場所で緑道 (ベデ )リンク外のアウタータウンが

適当であろ う｡
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団 地 名 住 区 手相 成

Leyel Ⅰ Ⅱ ーⅡ 皿 Ⅴ

千 里丘 陵 住 宅 地 名 称人 口戸 敢 近 醸 分 区 ^ 近 隣 住 区 2̂ -〟 地 区 B- 5-Nー主D 全 地 区 3T)-Z

5000人 1qOO0人 15qOO0人

乙00D､.2.BOO戸 aqOOO戸

i (近隣セyタ-1 地区病堤,保健所支所 中央病院,保睡所対 応 集 会 所 作区診療所 (2分区に1-2ー 診横所(託児所一一,床健所出張所

鳩役名 ′｣､学校低生年 中 学 校 前等単投

高 蔵 寺ニ1-タウン 名 称人 口戸 救 分 散 施 設 中 央 施 設

主 な対 応鳩役名 娘会所,配本所保健所出張所 図書軌 公民館,公金生総合病院.卑P嘱 給紙所保健所支所

研 究 学 園 都 市 名 称人 口戸 数

主 な対 応施役名

南 多摩ニ1-タウンl 名 称人 口戸 倣



7-住区構成

･は じめ に

一 前章で説明 した如 くこの港北ニ3_-タウンの都市形態には二つの要素 があるoその一つ は

線道 .)/クの内 と外,即 ちインナータウンと7 ウクーク ウン に よる構成 であ り, も う一つ は中央

緑地 を核 とした放射状 に全域 を区分 し7つの学校群 で構成

lI
I
I
I
I
I
-

.■~
t

-
-
-
-
-
′
J

l
1
-

-
~■一
-

..

∴

∴

∴

J;I
･;

す ると云 うこの二つの要 素の量っ た構造 を持つ都市 と云え

る｡

- インナータウン

このインナー タウン とアウタータウンとの性格差 は高蔵寺

ニュ ータウン計画 で提案 された施設の中央化 による都市化

に通ずる事で もあ り, リンク内は中心地区施設 の徒歩利用

圏 域 とし, この内に含 まれ る住居地は比軟的高い常盤で開

発 され,よ り活発 な都市活動が展開 され る事を期待す る所 で

ある｡

- 7ウクータウン

ア ウクータウンとはインナータウン に比べ人口密度 も低 く

中央施設の徒 歩利用圏外 であ り, この地区内には若干の商

店.診療薪,保育所等 を持つセン ターが必要 とをろ うO

インナータ ウンは施設 の分散設置を最少眼に考え るワンセ

ンターシステム構成 であ り7ウク-タウンは近隣住区稗成

と云え よ う｡

一 学校群地区

も う一 つ の 7つの学校群 に よる地域構 成で これは地区幹線

道 路 に よっ て物理的に遮断された地域社会生活の 膏とせ り

の単位に よる構成であるO今 ここでは この一つの単 位を更

に区分され る尊 を噂け自由校区を提案 してい るO

- 中央 グ l)-ン帯

この学校群構成 を支えるのは中央 の都市公園や高等学校 を

始め とす る学校施設更に教育センター,運動公園の教育施設

に図番館, 児竜舘 を主 とす る社会教育施設 らを集約的に設

置 し中央 センターへ と連 を〔てL̂ る緑道, 即ち教育的環境

公 園である｡
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一 交通

歩行者路払 道本的には一般道 路の卓の交通 とは平面的交差は避 けているが完全 とは行かない｡

基本的な住区内交通は,人は

ー79-

フッ トJlス エb地区内縁道そ

して中央緑地帯へ と,車はそ

れ とは逆の方向の地区幹線道

へ と流れるシステムである｡

中央ク 1)-ン帯は完全に車と

の平面交差は安 くこのク リ-

ン背に乗れば中央のセンター

-は車の心配 もな く歩Loて行

く手が可能 である｡又自転車

交通は,この中央グ リーンベ ル

ト上 に特別に自転車道 を設け

る｡ この外に自転車道 を禄道

[)ンクVC沿って も設け 自転皐

に乗 って港北ニュータウンが

一周出来る様 に図る(
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一 社全施設のためのスペ ース

･ 地区内

中央 ク リ-ンベル ト止 に建築物 として設け られ るのは,林 やオ ープンスペース らk:映れた緑深

い環境の中に高等学校, 中学校, 小学校 が点在 し又そ れ らの施設 の間 に,教育 センタ-,退勤

公園, ブーJL,, 体育鋸, 児童 図書館 (児竜館 )が計画配置 され る,,木

の問に連 らをるそれ らの施設は一連 の姿 とそろ うD

緑道 I) ンクと交差す る辺 りに設 け られ る学校群単位地域住民 50.000

人 を対象 とす る地区センターが,この中央 グ リー /ベル トの教育文化施

設 として,も9あがる ところとなろ うO地区センタ-の周辺 は都市公園

･

･

･･

･

rd

.I:.;iL

i
TT;

ト■lnr

と して ガーデンクがなされ休 日には家族連れが集 る住民広場 とそろ

地下鉄駅周辺 には商店,郵便局,地区医療 セン タ-. 地区セン ター,

団地管理事務所支所,銀行等 々のVlくつかの 合同 ビルが計画 さ れる｡

この合同 ビルは周辺 の住宅 とのバ ランス上低 層 が好 しい と考 え ら

との合同 ビル地区 センターには夜間 も貸出 し をする成人 を対 壕 と

地区図番館が開設 さ れ る o

ア ウタータウンの住 区 内 に は.地区内枝道 やフ ソトバスに沿って

れ

し

児

公園,集会所,保 育 所 , 幼 稚囲, 若干の商店 と一般医診療所 らの達

が住区のコ ミ ュニケ - シ ョ ンの場 として,集約的に配置されるe.-

にはそれ らの施設 が分散 され る所 もあるが全体 と して住区の空間#

のアクセン トとなるよ うを建築群 として計画す るo

･ 中央 センターゾーン

中央 セ/クー ゾーンは, 中央 の緑地 を妬み基本的にはほぼ等質の内

の南 と北 との二つの商業地区 と, それ らに挟れた行政業務地区,戻

保健地区と文化施設地区 との柵成である｡

こ こには上記の住 居地区内立地 をはずれた エ_b広域 の施設が計画さ

るO

- 南北の商業地区には各種/ト売商店, スーパ ーマーケッ ト, デバ

ト,銀行, その他サービス (住民 )施設 が立地す る｡

一 病院, 保健所, 社会福祉 センタ-等は医療保健地 区に｡

一区役所及び港北ニュータウン管理事務所 センター,電気 ･ガス

の営業所,電 々公社,郵便局,督察署, 消防署 らと一 般

業務地区になろ うO
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一 文化施設 地区には

総合市民文化セン ター (図番館,

美術館.公会堂,公民館,管理 )や市民

体育館が中央公園の中に計画され,

中央公園 が自然美 的をソ◆-ンと人

=美 的をゾーンとで梯成 され ると

すれば市民文化 センター払 両 ノ

- ンの交 点に設 け人工的にガーデ

ノグされた方には屋外音楽堂を設

け市民の屋外広場 とし.一方 自然

美 の林の中には図番館等 の一興を延長 させた建築空間 とそろ うD

この様 に中央 センターソーーンは港北 ニュ ータウン30万人の生活 の核 と売る.もっ とも都 市的景

観が要求 され る所 となろ う.

1学校群単位 と中央 センターノ'-ンに計画 され る施設 を模型的に示せば次の如 くである｡



(住区構成 )

･ 曲家をどうす るか

二･コ
生産施設

俸 +虚の形をとれば生産施設の分離が必要 とな 9, これは経営内容 経営形 態VC影響し

よう｡

･ 民有地 との関係
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公田

同時

貨1守

祉設時期ズラシ
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年 令構成はな らされるb

学区の変更必要 となる｡

地域全体の各所で工拳

･ 住宅型 をまぜれば家族型 も平均化

- 年 令構成 も平均化



千 里 ニ 3. - タ ウ ン

人口規模系 列芸 戸 数 ^ 表⊆ 本 的 に 必 賓 を 施 設 a,将来立地可能夜施設

近隣グル-ブ 近 折 分 区 近 隣 住 区 中 学 校 区 地 区 全 地 区

C PIC-_A1.000-I,400戸 2 =̂N 2-3N-C 3～5N=D 31)=Z構 人 2,000-2.BOO戸 4,000.-8400戸 lL600-1aOOO戸 30,000l=

成 ロ 瓦000人 10,000̂ 2-30.000人 3-50,000人

近隣センター 地区七/クー

氏il,j､売店舗1飲食店対個隈妄言ス マ-ケツト店 舗 群公 衆 浴 場 マーケットr又-トー商 店符 RcgiOna)Shot,P"gcent一.▼

娯 楽 施 設 峰 向 鋸そ の 他 の興 業 場

美 称 施 設 事 務 所 業 務 施設ホ テ ル

公 益 サ ービ ス 施 設 勅 使 局(2分区に1ー 乍E九 ガス,水甚サービスステーソ】/,郵便局問詰局

聞及α忠共施敬【管 F.た施 設 管 理 串 珠 所 住宅サービスセン′クー

行 政 施 設 市役所 出張所

保 安 施 設 番 官 派 出所(2分区にlー # # %消 防 派 出所

社会教育施設 娘 会 所 園 零 館 分 室ク ラ フ センタ-

保健庭瀬施設 地区 診 療 所(2梱 こト2ー 診 療 所託 児 所保健所出張所 地 区 病 院保 健 所 支 所 中 央 病 院保 健 所

公園緑地施設 プレイロ ッ ト幼 児 公 園 児 童 公 園 近 接 公 園 地 区 公 腐 周 辺 持 地 レクリエーシヨy施 設

教 芦 施 設 幼 稚 囲低学年′ト学校 高学年｣.学校 中 学 校 高 等 学 校 大学,研究所各種学校

交 通 施 設 バススト-}7'〔駐 車 場 ) バス七 二/クー鉄 道 駅 パ ス 車 庫車 庫

サ ー ビスイ/メ-スト1) トリ唾設業,その也
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施 設 表 ｢クテ :立 地 , ヨコ .系列, 破 線 と有 機 的 に つ な ぐ ｣

~

｣

性 質 KZJに必ずしも必要私(もの

名 称 l 中 央 施 設 分 散 施 設 誘 地 施 設

場 所 タウンセ/クー 左 以 外 近 隣 セ ン タ ー 孤 立 誘 地 施 設 用 地

文化麻坐 教 育 (学校給食セ/クー) 公立高等学校特殊学校 -中学校 -｢ 一 幼稚闇 大 学私立学校幼稚囲各種学校 (研究所 ー

医 療 総合病院.-.-.-.専門蔭診療所- ･診療所(一般専門 ,歯科 1 長期頗巷施設

保 健 保健所支所 -保解所出張所

社 会 福 祉 託児所 7_/老人ホーム

社 会 教 育 図三年館,公民館,公会堂, 配本所集会所

I/クリエージヨ 自然公園 普通公園 児童遊園
∴ -I 少年公園 幼児遊び場

〟 千.ミ-2 7ミユーズメニ/トセンター(映画7-t.'75:ビ ー アミ1-ズメカ.施設 (碁,シ｡ウギなど) (遊園地 ー

商a 賦 売サービス デパート七二/クー飲食店サービス慧卸 売業 地区ソ,ツ(磨 )7 広告.掲示公衆浴場

:::!.:.抑′-■

宿 泊 ホテル｣昨 盤 ユースホステル

事 務 事務所銀 行

都市サIどメ 電 力ガ ス 奄カサ-ビス.也/クーガスサービスセン′クー * fT
交 通 駐車場 祭前広場 J<-+/7

供 給 処 理 (上水 道 . 下 水 道, 電 気, ガス , 政 府鴨 却 ー

千の他 インダスト1)- 自動車修理自動車展示(販売 )クリーニング倉 庫 ガソリンスタン ド 自動車教習所

≧;! 径菅形態か ら言えば,商業施設が利用者から見て, レクリェ-ツ ,/行為 と考えられるので,レ クリェーショ/

の中に入れた,,



そ の 】 備 考

地区0 0 地区センタ一十rlLL ･全 地 区 30.000戸150.000人･地 区 11.600-1aboo戸30.000-50,000人･近隣住区 2,000-2,800戸･近磯舟区 1,000-1.40〔)戸5.OOÔ

) o o

3 0 0 O 脚 ンタ-
●

) 0 0 0 0 近畔住区全地区85,000人

近隣セン タ ー相互 はベデスト 1)ア ン .ウェ イ に よっ て緊密に連絡 されてtJ1るので,施設 と対応 した閉鎖的7i近 ■
++ } . . ++..
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住 区 構 成 その2 備 考

･ 住宅地を明瞭を近時住

区単位によって構成す ると

い う考え方をとらない｡

住区は幹線道路綱のみによっ

て区分され,住宅地はその

中をぬ う緑地, オープ/ス

ペ ースに よ(て結びつけ ら

れ, クローズされた近隣住

区 とそ らぬ よう計画 書れる.
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｢

ス-パープロ ソクの規模 (戸数と敷地面横)

50戸/ha lOO戸/ha

ー′､ /
/ xX ≡/ ノヽ

△ .｣ ▲ ← ′ヽ

】 // ｣ ｢◇ ー9 ◇や I

∫- x uiXoヽノY ◇ノヽ 単◇X

◇ Q 十㌢ ./1PX_ ◇
.i差_-.3..'''.,gA5A. _ ′ヽ

Å■▲A莞那◇◇oa ◇
0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400声

~ 音 戸敢 (戸))

凡例 ‥△ D･H O T･H ◇ F X M

※住宅団地計画技法の事例研究

(大阪粁建築部住宅開発課1965年)
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